
            京都帝國大學

           演習林報告第七號

ぐ い ま つ ノ 天 然 分 布 ト

 群 叢 ノ類 別 二 就 テ

    京都帝國大學助手

 農學士 山 崎 次 男

京都帝國大學農學部附厨演習林

    昭 和 九 年 入 月



 ぐい まつ(㎞xdahur1ca Turcz・var. japonica Maxim.)ノ 、樺太 二於

ケル林業 上 ノ重要樹 種 タル ノ ミナ ラズ、又之 ガ天然分 布 二關 シテモ林

學上興味 アル問題 ナ リhス 。 尚 本種 卜近縁 ニアル て うせ んか らまっ
                           r

(Larix dahurica Turcz. var. coreana Nakai)ノ 、叉等 シク朝 鮮、満洲 ノ重要

樹種 ニ シテ、相侠 テ此等 ガ研究 ノ忽 ニスベ カラザ ルモ ノァル ヲ思 フ。

 本 編 ハ本學樺太演習林 二於 ケル ぐい まつ ノ天然分布 ヲ生態學 的 二調

査 研究 ヲナ シタル モノニ シテ、今 日爾樺 太 二於 テ相當地積 ヲ占 ムル ぐ

い まつ森林 ノ取 扱 二關 シ施業 上 ノ好資料 タル ノ ミナラズ、叉朝鮮並 二

満洲 二於 ケルて うせ んか らまつ ノ比較 研究 二資 スル所 アルベ シh信 ジ

藪 二印刷 二附 スル コ トrセ リ。
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                緒     言

 邦 領樺 太 ノ北部 二分布 スル ぐい まつ林 ノ多 クハ所謂泥 炭地針葉樹 林 ニ シテ、林下ハ極 メテ卑滋 ノ

黙 態 ヲ呈 シテ居ル。同 ジク泥炭地 卜稔 スルモ、既 二みつ ごけ ノ登育旺盛 ニ シテ、地 床植物 中 ニハ高

位 泥炭地 上二見 ラレル植物要素 ヲ含 ム個所或 ・・練結 ノ期間 ヲ除 イテハ常侍多量 ノ停滞 水 ヲ有 シテー

般 低i地 二登見 シ得 ベ キ植物要素 ヲ混 生 スル所 ガ アル。之等 ノ外 二海岸及河岸 ノ砂丘上或 ハ岩壁上、

叉 ハ山地 二於T稀 二登見 サ レル コ トアルモ、其 ノ占領面積 ハ前者卑漁 ノ地 二比 ス レバ微 少 ノ程度 デ

ァルc何 レニ セヨ、 ぐい まつ バー般 二不利 盆 ナル條件 ノ立地 二於 テモ生育 スルモ ノデ アツテ、現在

最 モ優 勢 二繁茂 セルえ ぞまつ、 と どまつ 林 トハ外園條件 ヲ著 シク異 ニスルモ ノデ アル。 自ロチ之 レヲ

群落生態 學 上 ヨリ見 ルナラバ、落 葉針葉樹林h云 フ1輩 位 ノ群系(Formation)中 二総合 サルベ キモ

ノデ アラ ウ。夏 二此 ノ落葉 針葉樹 林 ナルモ ノノ中 ニハ ぐい まつ純林、 ぐいまつ、 えぞsつ 、 とどま

っ ノ混t林 或 ハ ぐいまつ、 けや まは んの き、 ぐい まつ、 しらか んば等 ノ混清林 ヲ形成 スル個 所ガ ア

)L。 尚 之 レヲ地床植物 ヨ リ見 ル モ、林 木暦 ノ異 ル ト共 二著 シキ差違 ノ鮎 ガ認 メラレ、調査 ノ結果 ニ

ョ レバ爾者ハ密接 ナル關係 ヲ保 ツ コrガ 判 明 スル。i乃 テ薙 二取扱 フ落葉針葉 樹林 卜云 フ1群 系ハ、

種 々 ノ群 叢 二分 類 サルベ キモノデアル コ トガ知 ラレ、 軍 二 ぐい まつ群叢 ト云 フノミニテへ 明確 ヲ

訣 ク場合 ガ存 スル コ トトナル。

 藪 二於 テ京都帝 國大學樺 太演習林並 二其 ノ附近 二存 スル ぐい まつ林 ノ林相h地 床植 物 二就 テ、極

力 詳細 ナル調 査 ヲ行 ヒ、先 ヅ林 木暦 ノ構成歌 態 ヲ明 カニスル ト共 二地床植物中 デ優勢種 ヲ決定 シタ

ノデ ア・レ。 次 イデ 地床植物 ヲ 構 成 スル各 要素 ニ ヨツテ 高位泥炭地(HOchmoor)型 、 中間泥炭地

(Zwischenmoor)型 及 ビ低位泥 炭地(Niedermoor)型 ノ3者 二大別 シテ、林木居 トノ關係 ヲ明 カニ シ

各優勢R二 於 ケル生長歌態、泥炭居並 二稚樹 登生」伏態 ノ調査 ヲ行 ツタノデアル。 更 二之等 ヲ群落生

態學上 ヨリ見 テ、各群叢 二類別 シ、 同時 二各群叢 ハ造 林上 ノ取扱 二際 シテへ 如 何 二線合 サルベ キ

モノデアル カヲ論 ゼ ントスル モノデ アル。

 本 稿 二用 フル群 系及 ビ群叢 ナル語 ハ河田,≫.氏(くエラ)ノ設 ク群叢 モ群 系モ共 ニー定 ノ環境條件 ヲ指示 スル

植生 卜云 フ意味 二於 テハ別 二異 ツタモノデハ ナイ。然 シ考察 ガp°二其 ノ植生 ノ形 相 ト環境條件 ノ ミ

ニ注 ガ レテ
、植 生軍位 ヲ認 メル場 合 ニハ、其 ノ基礎 的 ノ植 生輩位 ハ群系 デアツテ、之 二封 シテ、其

ノ植生 ヲ構 成 スル植物pq系 組 成 二關 スル考察 ガ加 ツタ トキハ其 ノ基礎 的軍位 トナル モノハ群叢 デア

JLト 云 フ解繹 ヲ引用 スル。更 二群叢 ト個艦群叢(association individium)ト ノ關係 二就 テヘ ブラウ

〈1)河 田/IN:森 林 生態學講義 1932・S・237・
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と ・ブランクウエ ツ ト氏(ロラ)ノ設 ク如 ク類似 ノ種的組成 ヲ持 ツ幾 ヅカノ植生 ガ抽象的 ナー ツノ形式 二総

合 サ レル場合 、此 ノ形式 ガ群叢 デアヅテ、其 ノー ツー ツノ植生 ガ個艦群叢 デアル。即 チー一ツノ群叢

・・多 クノ場 合多敷 ノーt間的 二庭別 サ レタル個禮群叢 ヲ抱合 シタモ ノデアル ト云 フ解繹 ヲ用 フル
。次

               〈一〉
二群叢 ノ命名 二際 シテ・・、中野治房氏 ニ ヨツテ紹 介 セラレル瑞 典式(ウ プサラ派)命 名法 ヲ参考 トシ

タ。 師 チ何慮 マデモ優 勢種 ヲ尊 重 シタノデ アル。本論 二於 テ述 ブル如 ク地床 植物 ノ優勢種 ハ最上暦

ヲ ナス林木暦 卜極 メテ密接 ナル關係 ニ アルヲ以 テ群叢 ノ呼樗 ニノ、林木暦 ノ優勢種 卜地床植物 中 ノ優

勢種 ヲ併記 スル場合バー暦意味 ガ明瞭 トナヅテ來 ル。仰 テ先 ヅ地 床植物 二就 テ統 系法 ヲ用 ヒ、優勢

種 プ決定 シ、次 イデ 「クオ ドラー ト」法 ニヨツテ林木 暦 ノ優勢種 ヲ定 メ、爾者 ヲ結 合 シテ群叢 ノ代

表種 卜見傲 シ、更 二指標植物 ナルモ ノヲ考 慮 二入 レテ類 別 ノ根嫁 トシタ ノデ アル。

 禽薙 二用 フル高位泥炭 地(Hochmoor)C一 例窮眞.16)ト 云 フ・・本地 方 二於 テ所 謂 「ツン ドラ」 ト

爾 セ ラレルみつ ごけ ノ生 長旺盛 ニ シテほ そば いそつつ じ、 ほろむ いつつ じ、 がんか うらん、 くろ ま

めの き、ひめ しや くなけ、 こけ もも、ひめつ る 二け も も、つ るこけ もも、 ほろむいいち ご、 ま うせ

ん ごけ、 くろすけ等 ノ生 育 スル卒坦 ナ)レ所 デアツテ僅 カニ小 ナル起 伏 ヲ有 シ、諸所 二綾性 ぐい まつ

ノ散貼 スルニ過 ギナ イ個 所デ アル。低位泥炭地(1'3icdermoc)i"(一 例 窮 眞.18)ト 云 フハ.河 口或 ・・河

畔 二於 テ屡 々洪水 ノ害 ヲ蒙 ル低1地 二LAS セ ル モ ノ多 クや ちほ うす、 な るこすけ、 きナこよ し、いは

の が りやす、みつ と くさ、ひ ろはすぎ な も等'{三育 シテ極 メテ低潔1ナル所 デアル。 中聞泥 炭地(Zwis一

chenmoor)(一(くごり)例爲眞.17)ノ ・高位 泥炭地 ト低地泥炭地 ノ中間 二存 スルモ ノデ アツテ前 爾者 ノ植物要

素 ヲ多 少混生 スル ト共 二や まどりぜん まい、みつば わ うれ ん、まひつ る さ う、えぞごぜんた ちばな、

みつ ばせ う、みつ ざぜん、 さはぎ きよ う、ぎぼ うし、 となか いさ う等 ノ猫 特ナル植物要素 ヲ右 スル

個 所 デアル。 師 チ何 レモ邦領樺 太 二於 ケル實例 ヲ基 礎 トシタモ ノデ アル。

 本 調査 二當 ツテ終始 懇篤 ナル御指 導 ヲ添 ウシタル恩師市河教授 、佐藤教授 、沼 田教授 、武 田博 士

二封 シ藪 二謹 ンデ感謝 ノ意 ヲ表 ス。又蘇類 ヲ鑑 定一ドサ レタ飯 柴永吉氏、翁調査 上助力 ヲ與ヘ ラ レシ

當演習林所 員 二厚 ク感謝 ノ意 ヲ表 ス。

(1J J. Brawn-Blanquet:Pflanzensoziologie. 1328・S.20.

(2) 中野治房:植 物生理及生態學實験方法 1933.S.500.

(3)H.tip%alter:EinEiilu-uug iu die allgemeine Pflanzengcog;uplユie Deutschlands, S.316.
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               LぐNま つ 林 の 分 布

  本項二述ベ ントスル分布匠域ハ樺太東海岸 二於 テ新間川左岸 ヲ南限界hシ 幌内11;下流 二到ル地域

 ヲ選 ビ、就中京都帝國大學樺太演習林内ヲ中心hス ルモノデアル、

  一般 二ぐいまつ林ノ成立スル個所・・海岸二接近 スノ・力或ハ河川沿岸3Lハ 其 ノ流域 ノ汎濫原二最 モ

 多ク見 ラレル所 デアル。新間川左岸 ノ地二於 テハ下流二廣 ク展開スル波状ノ氾濫原及其 ノ河ロニア

ル滞水地 ノ附近 二見 ラレ、此 ノ下流 ノ大氾濫原ハ古丹岸川支流小野寺川ノ方面二延 ど依然 ぐいまつ

 ノ生育地 ヲ形成 シテ居ル。演習林内ノ小野寺川 ト辮慶澤 二挾 マレタル地 二於 テハえぞまつ、とどまつ

林 卜錯綜 シテ現ハ レ更二熊之澤、辮慶澤二連綾 スル帯状 ノぐいまつ林ハ古丹岸川右岸二展開スル低

位泥炭地上二成立 セルモノデアル。次 二楠山及下 "'rrヨ リ泊岸海岸 二亙ルぐいまつ林・・波歌ノ起

伏ヲ有 スル洪積暦上二成立 セルモンデ、本地域モ亦新間川下流 ト同様過去二於 ケル古丹岸川 ノ汎濫

原デアル。其 ノ他弱牛川.久 茶喝及崎川、畝富内川 ノ流域 二團朕二出浸スルモ、其 ・量 ハ比較的少

 イc然 ルニ内路川右岸ノ氾濫原ニハ再 ビ多量 ノぐいまつヲ護見 シ泊岸二於ケルi同 ジク海岸二迫ル

モノガアル。同左岸 ノ地ハ更 二北方幌内川卒原 トノ間二大 ナル泪濫原ヲ有スルモ過去二於テ幾度 力

山火 ノ災厄二遭 ヒ現在ハ最早固有 ノ林相ヲ追想 スル コト不可能 ナル駄態ニアルモ、火災後二生長セ

ルモノト認 メラルベキぐいまつ ガ各所 二群團歌 二出現 シテ居ルJ幌 内川流域 ノ大李原ハ殆 ンド総 テ

夙謂「ヅンドラ」ニョツテ占領 セラレ其 ノ間ヲ蛇行 スル幌内川、振戸川、留久玉川等 ノ爾岸 二於 テ森

林帯ヲ獲見スルニ過 ギナィ。幌内川ハ其 ノ源ヲ露領二獲 シ、十歎條 ノ大小支流 ヲ合 セ延h 十里 ヲ

流 レテ多來加湾 二注イデ居ル。其 ノ間流路ノ爾岸ハ帯状 ノ森林ヲ隔 テテ外方 ノ「ツンドラ」二連績 ス

,ル ノガ常デアル。只僅カニ曲流 ノ關係 ヒ、流水ノ侵独ヲ蒙ヅテ、みつごけ泥炭暦 ノ河岸二露出セル

所ヲ除ケバ之等森林幣ノ外剛部郭チ所謂「ツンドラ」二移行 スル鮎 二於 テハー般 二ぐいまつ林ヲ以 テ

占領セラレテ居ル。内路 ヨリ軍用道路ヲ北上スル際所々二ぐいまつ林が獲見 セラレルガ.之 等ハ中

央山脈 ヨリ幌内李原二移行スル貼二於テえぞまつ.と どまつ林 ト所謂「ツンドラ」トノ間 二介在スル

特種林相 トナツテ居ル。更二本'F原 二於 テ水流ノ繭岸ヲぐいまつ林 ノ占ムルコ トハ前述 セル慮 デア

ルガ他方「ツンドラ」ヲ主艦 トスルナラバ「ツンドラ」ノ外園ヲr取 ルモノハぐいまつ林ナ リト云 フコ

 トガ出來ル。

 以上述ベタル庭ハ総 テ卑漁 ノ地 二生育スル ぐいまつ林 ノ例デアルガ、稀ニハ前者r著 シク異ル場

合ガ獲見サ レル。師 チチヨロナィ川下流二於 ケル砂丘上ノぐいまつ林或ハ新間川中流ノ山腹 ノ岩石

上二生育 スルぐいまつ林又ハ古丹岸川河ロノ第三紀暦上二見ラレルぐいまつ林等ハ何 レモ特種 ノ例
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二属 スルモ、之等 ノ占 ムル面積ノ・極 メテ極限 セ ラレテ居ル。 上記2,3ノ 例 外 ヨリ見 ル モ、 ぐいま

つ ガ卑漁 ノ地 二限 ラレタル樹種 ナ リ トハ断 ジ得 ラ レナィ慮 デアツテ、偶h水 漁 二封 スル抵抗力、否

適 窓性 ガ大ナル ト共 二砂tr上 或 ハ岩 壁上 ニモ生 育 シ得 ル如 ク、極 メテ不利 盆 ナル條件 ニモ堪 へ得 ル

桟種 デアル コ トガ認 メラ レル。 既述 セル分布 匠域 ヨ リ類推 ス レバ、一般 二卑漁 ノ地 二見 ラ レル ぐい

まつ 林ハ何 レモ水流 ト不 可分 ノ關係 二在 ル コ トガ知 ラレルciiiチ 水 流 アレバ必 ズ ぐいまつ林 ア リh

云 フコ トヲ得 ザルモ、 ぐいまつ林 ア レバ必 ズ水流近 シ ト云 フコ トガ出來 ル。

 か らまつ(Laiix leptolepis Gord.)・ ・本州 中部 ノ富 士火 【ll脈及 赤石 山脈 ノ諸高 山帥 チ富 士、駒 ケ

嶽 、八 ケ嶽 、淺間tea.燕 嶽.御 嶽等(くの)二分布 シ多 クハ火成岩 ヨ リ成 ル土 壌 二生 育 シテ比較的乾燥 セル

個所 二立 ヅテ居ル ト云 バ レルモ、尾瀬 ケ原、 日光戦場 ケ原 二於 テ・・水邊或 ハ漁原 マデ侵入 セルモノ

                                          監
ガ アルG之 等 か らまつ ハ何 レモ著 シク内陸 二崖育 シ、 多 クノ場 合乾 燥地 二1 サ レルモ ノ トサ レテ

居 ル。然 ルニ ぐい 津つ バー般 二低4地 二多 久 砦石上或 ノ・砂丘上其他 山地 ニハ稀 二獲見 サ レ.前 者

トハ反封 ノ現 象ガ認 メラ レル ノデ アル。

 て うせんか らまつ(Laris dahurica v. cQreana Nak.)・ ・朝 鮮及 ビ満洲 二於 テ分布 スル ト云 ハ レ、

朝鮮 二於 テハ金剛山ヲ南限 トシテ、北緯4ぴ 以北 ノ高 肇 ヨリ山岳地 方 二亙 ツテ北嶢 二及 ブ ト云 ハ レ

{一)

ル 。 之 等 ノ 内 最 モ 大 ナ ル森 林 ヲ形 成 セ ル ・・鴨 線 江 及 豆 満 江 上 流 ノ 玄 武 岩 塁 地 デ ア ル。 此 ノ 種 ノ 分 布

匠 域 二於 ケ ル 立 地 歌 態 二就 テ ノ、、 未 ダ 充 分 ナ ル事 實7J判 明 シ テ 居 ナ イ。 林 泰 治 氏(くわ)ニヨ レバ 白 頭 山ZF

原 二於 テ ハ 浮 石 ノ堆 積 セ ル 乾 燥 地 及 漁 地 又 ハ 峯 通 リ ノ111-1地 ニ モ生 育 ス ル ト云 ヒ、 更 二威 鏡 北 道 茂

山 郡 耐 面 四 芝 洞 ニ ア ル 國 有 林 二 於 テ ・・海 抜8りOm乃 至1,30t):nノ 間 二 見 ラ レ、 基 岩 ・・花 尚 片 麻 暑 ヨ

リ成 リ、 土 壌 ハ 砂 質 壌 土3Gハ 植 質 壌 土 ノ上 二 火 山 灰 ガ堆 積 シ タ モ ノ デ ア ツ テ 、 表 暦 ・・腐 植 質 ト火 山

灰 ノ混 合 ヨ リ成 ツ タ モ ノ ト云 ・・レ テ居 ル 。 師 チ之 等 ノ例 ヲ以 テ見 ル モ、 て うせ ん か ら まつ ・・土 壌 二

封 ス ル 適 癒 ガ比 較 的 大 ナ リ ヒ推 定 セ ラ レル 。 然 ル ニ て うせ ん か ら まつ ハ 何 レ ノ場 合 モ 山 嶽 地 帯 二分

布 セ ル モ ノ デ ア ツ テ 、 海 岸 二 迄 迫 ル ぐ い まつ 林 トハ 著 シ ク歌 態 ヲ異 ニ ス ル1デ ア ル。

 歓 洲 か ら ま つ 二 就 テ ハ ル ブ ナ ー 氏(くめ)ノ所 説 ヲ 引 用 ス レバ か ら まつ ノ 自 然 分 布 匠 域 中 其 ノ韮 ナ ル モ ノ

{1) Forestry of the Sugi"(Cryptomeria japonica, Don)and the Karamats "(L… …. leptolepis Gordy,

   (Department of forestry, Ministry of Aoriculhire of Forestry)

〈2) 植 木 秀幹:朝 鮮 二於 ケ ァレ針 葉 樹 ノ天 然 更 新 二就 テ 1932.

   (水 原 高 農、 第25周 年 記念 論 文集) S.535.

'3)林 泰 治:豆 満 江 上 流 地帯 二於 ケry"Cう ゼ ん か ら まつ 林 ノ天 然更 新 歌 態 ト其 ノ造 林 及 施 業 上 ノ取 扱 方法 二凱

   テ (林 學 會雑 誌 」14 第11 )S.342,

(4)R。b。 ・,・B・it・tige zur V・,breitunb and w・ldbauli・he・B・h・ndlung der L5・ch・.(Th・ ・. F・rstl.-Jb. Bd.

       82.Heft 3.)S.170.
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ノ・アル プスー樽 、ズー デー テ ン、 カルパ チア、 ポー ラン ドノ4地 方 ガ畢 グ ラv,東 カ ルパ チア、南

ヵル パチア及 ビビハー ルΦ脈 二多少自生 シテ居 ル。而 シテアル プスか らまつ.ズ ー デー テンか らま

っ及 ビボー ラ ンドか らまつ ハ各h其 ノ種族 ヲ異 ニ シテ居 ル ト云 ハ レテ居 ル。更 二之 レヲ垂 直的 二見

ルナ ラバ主 ン トラル アルプ スニ於 テ・・2,200mマ デ森 林 ヲ作 リ、東 アルプス ノ境 界 二於 テ・・300-

400mマ デ降下 シ、 カル クアルプ スニ於 テハ300--450mマ デ下 リ、海 岸 アル ブ丞二於 テハ2,200-

1,300mノ 間 二分布 シテ居ル。 之等 ノ水不的分布 二於 テ西方 ノ限界 ニ アツテ・・海洋性氣 候 ガ支配因

子 トシテ働 キ、東方限 界ニ アツテノ・優勢 ナル大陸性氣候 ガ支配 シテ居 ル。自ロチか らまつ ハ其 ノ性質 上

強 度 ノ大陸性氣候 二於 テハ生長期 間 ガ長 久 且 ツ降雨量少 キタメニ夫 レ自艦 ノ要 求 ヲ充 ス コ ト不可

能 ナ リト云 ハ レテ居 ル。斯 ノ如 クか らまつ ガ大陸 性氣候 ノ樹種 ニ アラザル コ トハ デング ラー氏(ロラ)モJL

ブ ナーLC,ノ設 ヲ認 云ル慮 ナル ガ、更 ニデ ング ラー氏 ハ大陸 性氣候 ヲ有 スル中央 アルプス、ポー ラン ド

ノ山地及丘陵 地 ヨ リ李 地 二到 ルマデ分布 セル事實 ニ ヨツテ、か らまつ ハ大陸性氣候 二或程 度 ノ適慮

力 ヲ有 スルコ トヲ述ペ テ居 ル。 ル ブナー氏 ニ ヨレバ同 ジか らまつ屡 デ アツテモズー デー テ ンか らま

つ・・アル プスか らまつ ヨ リモ春季開鋳 ガ遅 レ、落 葉ハ2,3週 間 早 ク始 リ、 ズー デー テ ンか らまつ

ノ・初 霜晩霜 二封 シテ非 常 二敏感 デ アル コhガ 報 ゼ ラ レテ居 ル。次(くの)二樺 太演習林 二於 テか らまつ、て

うせんか らまつ、 ぐい まつ ノ3者 二就 テ生 長開始 期 ヲ調査 スルニ、 ぐい まつ、 て うせん か らまつ、

最後二か らまつ ト云 フ順 デ アル。筒 ホ當樺太演 習林苗圃養成 ノか らまつ ガ寒害 ノタメニ枯死 スル モ

ノ多 ク、其 ノ成績 不良 ナル原因 ハ當地方 ノ如 キ寒氣峻烈 ニ シテ短 キ生 長期 間 二急 二適慮 スル コトガ

、困難 ナル タメデ アラウ。

           亭 均 灘 度  (泊岸附近生長期間5-9月)

 

  

  

  

  

  

                       (樺 太 廃 観測 所:魏 象 便 萱 〔昭8〕S.6)

'(1)A .Dengler:tiValdbau auf okologischer Glundlage. S。80.

く2)x.Rubner:Pflanzengeographischen Glundlagen des Wetdbaus。 S.186.
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 上 述 垂直分布 二就 テルブナー氏 ・・アル プス ノ東 側及南側 二於 テか らまつ ノ限界 ガ300-400m二

下 ルモ、北西側 二於 テノ1,200mヲ 下 ル コ トナキ事實 ハ.か らまつ ノ・漁 ツタ風 ヲ受 ケル西北 ノ方向

二於 テ・・谷 ヲ避 ケテ高所 二上ル ノデアル ガ乾燥 セル東南
、西南面 二於 テハ上記 ノ如 キ低 地 ニ アッテ

モ生 育 スル コ トガ出來 ル コ トヲ述 べ テ居 ル。然 ル ニ我樺 太 ハ前 表 二見 ル如 久 生 長期 間 二於 ケル滋

氣 ハ何 レノ地 方 ヨ リモ最 モ大 ナル庭 デ アル。而 カ モ本地 方 二於 テぐい まつ林 ノ多 クガ極 メテ鵯黒ノ

土地 二尚 良 ク生 長ヲ糧綾 セルモ ノアルヲ見 レ1¥直 チニ ぐい まつ ガか らまつ属 ナル故 ニ アルプスか

らまつ ト比較 シテ漁氣 ヲ嫌 フモ ノナ リ ト考 フルハ爾研究 ヲ要 スル.Tア ル。後藤牧藏氏(くわ)ハぐい まっ

ハ年等温 線 一4°r十8り ノ間 二於 テ出現 スルモノデ アツテ、等温線0° 附近 二於 テ最 モ美林 ガ見 ラレ

ル ト云バ レルモ、 ぐい まつ ノ分布 ヲ等温 線 デ説 明 スル トキバ必 ズ シモ實際 トー致 シナイ場合 ガ生ズ'

ル。n試 ミニ本地 方ノ生長期 間 ノ月別李均温度 ヲ示 セバ次 ノ如 クデアル。

            干 均 氣 温 (泊岸附近生長期間5-9月)

下蘇 淋 斗幽 落合隔 「安X9旭川鰐 編 京澱 蓮羅
                                   1  5  月     5

.4    6.7    6.4    5.6    3.9    4,9    10.1   16.6    16 .3    16。1   15.2    ヱ5.S

  6 月   10.0  11.3  112  10.6  8.6  10.3  15.4  20.5  20.0  21.3  20.31 £L7

  ・ 月 14・7]6.1ユ5.515.213.414.9]9.・ 「24.223.824.623.5・ ・.( )・

  8 月   17.2  13.5  17.9  17.0  15.8  16.3  20.4  25.6  25.6  25.6  24.5  23.( ド)6

掛;.6.1.911{1」馨lll;lll;{1;撚;1;罷L
                         (樺 太鷹 観測 所:槻 象 便 萱 〔昭8〕)

 上 表 ニ ヨ ツ テ見 ル ニ 本 地 方 ノ生 長 期 間 二 於 ケ ル 氣 温 ハ 極 メ テ低 ク殊 二 一L記5ケ 月 間 ノ卒 均1,aハ

大 泊 二於 テ12.°1敷 香 二於 テ1027ハ 旭 川 ノ16'.1東 京 ノ2].°8二 比 ス レバ 著 シ ク 低 温 ニ ア ル コ1・

ガ 知 ラ レル 。

 Tschermalc氏(くハ)ニ ヨ レバ ア ル プ,ろ」地 方 二 於 テ樹 高 大 ニ シ テ通 直 ナ ル か ら ま つ ノ美 林 ヲ 獲 見 ス ル 個 所

・・寧 ロ深 イ土 壌 デ ア ツ テ微 細 ナ ル 土 壌 粒 子 ヨ リ成 ル 養 分 ノ多 イ所 卜云 ハ レ、特 徴 植 物 ト シ テ(.)salis

acetose']a h Vaccinium Myrtillusヲ 睾 グ テ 居 ル 。Rubner氏 ハ か ら まつ ・・降 水 量 ノ 大 ナ ル 地 方 二 於 テ

ハ 淺 イ土 壌 ニ テ モ生 育 ス ル コ トガ 鵬 來 ル モ 表 面 乾 燥 セ ル 土 壌 ニ ア ヅ テ ・・た うひ ト同 様 二 水 分 ノ要 求

(1)S.Goto:Uutersuchungen Uber die naturllche Waldve噂Ungung bei Larix dahurica Turcz. S.209.

(2J L・Tschermmak: Die Formen der Larche in den csterreichischen Alpen and der Standort. S.75・
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ヲ 充 スタメニ垂下根 ヲ深 ク延 バ スコ トヲ記 述 シテ居ル。次(くエラ)二ぐいまつ ノ土壌 二就 テ観察 スルニ前述

ノ如 ク森 林 トシテ認 メ ラルベ キモノハ殆 ン ド練 テ卑漁 ノ地 ヲ選 ンデ居 リ、只僅 カニ砂丘 上或 ハ岩壁

上叉 ハ山地其他焼跡地 等 二於 テ登見 スル慮 デ アル。之等 ノ例 二徴 ス レバ・ぐい まつ ノ土壌 二封 スル適

慮 ・・相 當廣範 園二及 ブモノrpム ベ キデ アル。然 ルニ本地 方 二於 テえぞ まつ 、 と どまつ ノ優勢 二生

育 セル適漁地 二侵 入 スルモ ノガ殆 ン ド登見 サ レズ、 ぐい まつ ガ極 メテ不利 ナル條件 ノ土地 二極 限サ

レテ居ル コ ト・・尚研究 ヲ要 スル問題 デ アルcM. Schreiber氏(くの)・・其 ノ論 文中 二Emeis氏(ゆ)ノ 論 文 ヲ引

用 シテか らまつ ハ砂質壌土 ノ'rip積砂 礫地 二於 テモ光 ト室氣 ノ供給 ガ充分 ナル場 合 ニハ幼時急速 ナル

娠 ヲナ スモ ・デ …h云 … ヲ鞭 テ居 ル.更 ・w。i・(9er)氏・ ・ツ越 カ レ慮,蒸 散作用,盛

ナ ル 砂 地 二 於 テ か ら ま つ ノ 美 林 ヲ 獲 見 セ リ ト云 フ報 告 ヲ 引 用 シ テ 居 ル 。 尚 ぐ い ま つ 二 就 テ 見 ル モ チ

三丑 塑.川 下 流 二 於 ケ ル 砂 丘 上 二 生 育 ス ル モ ル ・局 部 的 現 象 デ ・・ア ・・ガ ぐ い ま つ ノ 若 イ疎 林 ガ ア

ッ テ 、 目 下 ノ 生 長 ハ 極 メ テ 良 好 デ ア ル 。

て1)x.Rubner:Die pflanzengeographischen Grundlagen des Waldbaus. S.228.

'(2)M
.S・h・eiber・B・sc・ 蕊9・zur Bi・1・gi・u・d・um W・ldb・u d・・L義rche unt・ ・b…nderer B・ru,k・i。htiguno

          des physiologischen Prozesses der Transpiration. (Centrall. f, d, ges. Forstw.1921

          Heft 3/4  S.48)

(3)Emei・:Z・m w・ldbauli・h・n Ve・h・!t・n d・・La・che.(Mittlg. der d・nt・ch・ ・d・ ・d・・lgisch・n G・,e11、ch。ft.

             Jahrg.1919  S.107

〈4)Walter:D・ ・f・・stl{・h・Verhalt・n d・・L三irch・, insbe・ ・ndere a・f d・m Bind・ ・nd・し・i・b・d・n.(・llg . F・rs・-

       nna Jagdzeitung.1890. S.240)
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             11・ ぐ い ま つ 林 ノ 概 況

 前項 二於 テ述ベタル分布匠域中演習林 ニアツテハ、楠山、下楠 ぐいまつ林、熊之澤 ぐいまつ林、

辮慶 ぐいまつ林及小野寺 ぐいまつ林ガ圭要 ナルモノデアツテ、演習林外 二於 テハ、新間川下流 ノぐτ

いまつ林及幌内川滑岸ニアルぐいまつ林 ガ代表的ナルモノデアル。更二之等二就 テ概況ヲ述 ブレバ

次 ノ如 クデアル。

 楠山及下楠 ぐいまつ林ハ古丹岸川流域二存 スル波歌 ノ汎濫原 二成立 スルモノデアツテ、其 ノ地ハ

ー見李坦 二見ユルモ大小 kノ 起伏ヲ有 シ、複雑ナル地形ヲ呈 シテ居ル。從 ツテ此 ノ種波歌ノ台地

ニハ極メテ卑灘ナル個所 ト稻隆起 シテ乾燥 セル土地 ガ相交錯 シテ居ル。又之 レヲ植生上 ヨリ見ルモ

大髄二於テ卑Yナ ル低凹地ニハ ぐいまつ生育 シ、隆起 セル適漁地 ニノ・えぞまつ、とどまつ ノ混清林

ヲ形成 シテ居ル。次 二之等 ぐいまつ林内ヲ瞥見 スレバや まどりぜんまいノ優勢 ナル地、えぞ くろう

す ご或ハほそばいそつつ じノ優勢 ナル地 アリ、更 二えぞ くろ うす ごノ優勢ナル地域ノ内デモ、まる・

ば しもつけ、おほたかねななかまど等が優勢二混渚 スル個所 ガ獲見サレル。叉 ぐいまつ大木中二・・

根元ガ堆 ク盛 リ上ツテ、其 ノ上二生育スル地床植物 モ他 ト著 シク異 ルモノガ登見サレル。帥 チカカ

ル立地 二於 テ・・えぞまつ、とどまつ林中二於 テ見 ラレルごぜんたちばな、 りんね さう、たちはひご

け、おほふさごけ等 ノ地床植物 ガ生育 シテ居ル。新 間川下流左岸 ノ波状台地 二成立スルぐいまつ林

ハ略楠山ぐいまつ林 卜相観ヲ等 シクシ、内部 ノ地形 ノ歌態モ大同小異 デアル。更 二古丹岸川 ノ支流

ヲナス辮慶澤及小野寺川 ノ間二挾マレタル ぐいまつ林モ大略前2者 ト同檬 ナル歌態ヲ呈 シテ居 ル。

然ルニ小野寺川下流 ノー團地ハぐいまつ極 メテ倭性 トナリみつごけノ生長ガ旺盛デアツテ幌内川滑

岸 二見 ラレル高位泥炭地上ノ植物即 チほそばいそつつL,ほ ろむいつつ じ、がんか うらん、つるこ

け もも、ひめつ るこけもも、ほろむいいちご等 ヲ有 スルモ、唯ひめ しや くなけヲ獲見 シ得ザルノミ

デ アル。

 熊之澤 ぐいまつ林ハ熊之澤左岸 ニアル丘陵地 ヨリ古丹岸川右岸 ノ低漁 ナル潤葉樹林二移行 スノレ偶

所 二於テ團歌 二嚢達 セル ぐいまつ林 デアル。 此盧ハみつごけノ生長旺盛 デアツテー般高位泥炭慰

(Hochmoor)二 見ラレル如ク中央部梢隆起 シ倭性 ぐいまつガ散生 シテ異観ヲ呈 シテ居ル。斯ノ如 ク中

央部 ノ綾性 ぐいまつガ散生スル部分ハ、みつごけノ嚢育旺盛 ニシテ高位泥炭地 二見 ラレル植物要素

ガ認メラレルノデアル。然ルニ中央部ヲ離 レ漸次周邊 二進 ムト共 二地床植物 ノ種類 二攣化 ヲ生 ジ、

となかいさう、みつばせ うノ群落、みつばせ う、わたすけノ群落、或ハおほたかねななかまど、え

ぞ くろ うす ごノ群落 ガ混在 シテ居ル。やまどりぜんまい ノ群落ハ比較的少ク局部的 二小群團 ヲ形成
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シ テ幡居 セルニ過 ギナ ィ。辮慶 ぐい まつ林 ハ熊之 h 慶 澤 ノ合流匙 二在 リ、 古丹岸川 右岸 ノ低位

泥炭 地 二連績 スル土地 ヲ占 メテ居ル。林地 バー般 二著 シク卑漁 ノ駄 態 ヲ呈 シ癬慶及熊 之澤 ニヨル汎

濫 ノ痕跡 ガ屡 々認 メ ラの レノデ アル。林 内 ニハえぞ まつ、と どまつ肚齢樹 ノ侵 入 セル所 或 ハけや まは

んの き、しらかんば等 ノ澗葉樹 ノ侵 入 セル慮 ガ アツテ熊 之澤 ぐい まつ林 トハ著 シク異ル モノガアル。

殊 二林下 ハや ちぽ うす ノ獲育旺盛 ニ シテ猫 特 ナル相観 ヲ呈 シテ居 ル。や ちぽ うす ノ間 ニハ停滞水 ヲ

有 スル個所、 えんか うさ う、 となかい さ う等極 メタ卑漁 ノ地 ヲ占縁 スル植物 ガ侵入 スル脈 或 ハ局

部的 二みつ ごけ ノ侵 入 ヲ開始 セル所 等 ガ登見 セ ラレル。 ぐいまつ大木 ノ根元 ハ堆 ク盛 リ上 ツテ其 ノ

上 二・・え ぞまつ、 とどまつ立 チ濁立 シテ群團状 ヲ呈 セルモ ノデ アル。斯 ノ如 キ隆起部 ハ比較 的乾燥

セルタメえぞ まつ 、と どまつ ノ稚樹 ノ ミナ ラズ、つばめお もと、りんね さ う、ごぜんた ちば な等 えぞ ま

っ、と どまつ林 内三通有 ナル植物 ノ生育 ガ見 ラレル。ぐい まつ大木 ヲ中心 トスル小面積 ノ個所 ガ特種

ノ環境 二置 力vル コhハ 上述 ノ楠 山及 ビ熊之澤 ぐい まつ林 内 二於 テモ同様 二認 メ ラレル慮 デアル ガ、

本地域 ノ如 ク林 内ガ著 シク低位泥炭地歌 ヲ呈 セル所 ニアツテハ特 二顯著 二見 ラレル現 象 デ アル。.

 次 二幌 内川沿岸 二於 ケル帯状 ノ森 林ハ廣漠 タルホ酵漁原 ノ間 二介在 シテ曲流 ノ關係 ニ ヨツテ複 雑

ナル構成歌態 ヲ呈 シ、且 ツ水流 ニヨル侵蝕 卜堆積 ハ長 年月管 々rシ テ爾岸 ノ森 林 二愛 化 ヲ與 ヘツツ

アル。此慮 二成 立 スル ぐい まつ林 ノ多 クハ河岸 二接 シテ繁茂 スル潤葉樹 林或 ハえぞ まつ 、と どまつ林

ヨリ所謂「ツ ン ドラ」へ移行 スル途中 二於 テ存 在 スル林相 デ アル。 之等 ぐい まつ 林 ノ構成歌 態 二到 ツ

テ・・曲流 ノ如何 ニ ヨツ テ著 シキ相違 ガ認 メラレル。郎 チぐい まつ ノ純林 ヲ作 ル場合 ぐい まつ トけや

まはんの き ノ混 溝林或 ハえぞまつ、 と どまつ、 ぐいまつ、 けや まは んの きノ混清 林 ヲ作 ル場 合 ガア

ル。fiP此 ノ外 ぐい まつ純 林(爲 眞10)ハ 所 謂「ツ ン ドラ」へ移行 スル個所 二於 テ成 立 スル モ ノデアツ

テ林下 ノ地床植物 ハ「ツ ンドラ」上 二於 ケル要素 ト共通 セルモ ノガ多 久 ほろむ いつつ じ、こけ もも、

ほそばのいそつつ じ、ほろむい いちご、 くろ まめ の き等 ガ ソノ主要 ナル モノデアル。 ぐい まつ 、けや

まはんの き ノ混 渚林ハ河岸 ノ潤葉樹 林!・ ぐい まつ純林 トノ間 二介在 スル コh多 ク、林 下ハ著 シク卑

漁 ノ歌 態 デ且ツ屋 々汎濫 ノ影 響 ヲ受 ケタル痕跡 ガ認 メ ラレル。 えぞ まつ 、と どまつ、 ぐい まつ、 け

や まはん のき ノ混渚林 二至 ツテハ河岸 ノえぞまつ、 と どまつ林 トぐい まつ純 林 トノ間 二介 在 シテ曲

流 ノ献態如何 ニ ョツテハ比較 的廣 キ面積 二亙 ル場合 ガ存 シ、之等 ノえぞ まつ.と どまつ.ぐ い まつ

ノ混渚歩合ハ各立地 ニ ヨツ テ異 ルモ ノガ アル。帥 チ老齢 ナル森林 ニ アツテハえぞ まつ、 と どまつ ノ

侵入多 久 けや まはんの き ノ侵入ハ比較 的少 イ。然 ルニ肚齢林 ニ アツテハえ ぞ まつ、 と どまつ ノ侵

入少 ク、 ぐい まつ大木 ノモ トニけや まはんの き等 ノ潤葉樹 ノ侵入 ガ多 ク登見 サル。本林相 二於 テハ

倒木 ノ 腐朽 セルモノガ 各所 二散在 シ.夫 レ等 ノ上 ニハ既 二え ぞまつ.と どまつ ノ稚樹及肚樹 ガ盛
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ンニ立 ツテ居 ル。3Cぐ い まつ大米 ノ根元 ガ堆 ク盛 リ上 ツテ其 ノ上 二えぞまつ、 と どまつ ガ立 ツテ1

群 團 ヲ形成 セルハ辮慶澤 ぐい まつ林 二於 ケル ト同様 ナル歌態 デ アル。郎 チ林 内ハ著 シク卑漁 デ アッ

テ寧 ロ低位泥炭地歌 ヲ呈 スル ト認 ムベキ個所 ガ アルJ地 床植物 二至 ツテハ樹 冠暦 ノ疎 開 ノ程度 或ハ

林下 ノ漁潤 ろ度二慮 ジテー様 デナィ。 ぐいまつ大木 ノ根元 ノ隆起部或 ハ腐朽 セル倒木上 ニハ楠 山及

辮 慶澤 二於 ケル ト同檬 ノ植物 ヲ登見 スルモ之等 ノ間二存 スル低漁地 ニアツテハ僅 ヵ二みつ ごけ ノ生

長 セル個所、x性 二過 ギテひあふぎ あや め、 みつ ばせ う、えhこ うさ う、ざぜん さ う、 みつ ざぜん

等 ノY地 性植物 ガ生育 スルニ過 ギナイ個所 ガ アル。林 内各所 二散在 スル倒 木ハ腐朽 ノ度 二種 々階程

ヲ存 スル モ現 二其 ノ表面 ガ蘇苔類 ヲ以 テ蔽ハ レ、 内部 ノ腐朽 セルモ ノニ アツテハ.既 二ごぜんたち

ば な、 まひつ るさ う、 りんね さ う、 とがす ぐり等 ヲ生 ジ6月 下旬 ごぜ んた ちばな ノ盛 花 ノ候 ニハ林

内 二錯綜 セル白線 ヲ描 キ開花 セル:ぜ んた ちばな ノ群落 ヲ追跡 シテ倒木 ノ位 置 ヲ窺 ヒ知 ル コ トガ出

來 ル場合 ガ多 イ。

 最 後 二 ぐい まつ林 トシテ取扱 ハ ルベ キモノニチ ヨロナ イ川河 口近 クニ成 立 スル 河岸砂丘 上 ノぐ

い まつ林 ガ アル。 チ ヨロナイ川 ハ幌 内川 ノ最 下流 二於 ケル支流 デ アツテ、多來加{薄滑岸 二李行 シテ

走 リ、上流 ハ所 謂「ツン ドラ」中 二浸 シテ流速 ノ緩 慢 ナル河川 デアル。其 ノ下流 ノ爾岸 二堆積 ヒル砂丘

上 二於 テハ.ぐ いまつ ノ疎 林 ヲ作 ツ テ居 ル所 ガ アル。林 下 ニハあすひかづ ら、がんか うらん、 こけ

もも、 は な ごけ ノ類 ガ散生 シ、極 メテ乾 燥 セル状態 二置 カ レテ居 ル。 爾 ホチ ヨロナイ川下流 二於 テ

所 謂「ツン ドラ」卜河岸 ノ間 二成 立xル ぐい まつ トしらか んば ノ疎 林 ガアル(窟 眞.11)。 林 ドハがん

か うらん、 ほろむいつつ じ、ほそばい っつ じ、みつ ごけ、は な ごけ等「ツン ドラー通 有 ノ植物 ヲ有 シ

テ居 ル。此 ノ附近 ノ底盤 ハ細砂 ノ暦 ヨリ成 リ、前 述 ノ砂 丘 ガ長年 月 ヲ経過 セ シモ ノナ リ ト推 測 セラ

ルル鮎 ガ多 イ。

 以 ヒ概観 ス レバ熊之澤 ノー部、 小野寺川 下流 及幌 内川流域 ノぐいまつ純林 ノー部 ハ生長極 メ テ悪

ク、地 床植物 ハ、高位泥炭地 ノ植物 要素 ト近 似 シテ居 ル。辮 慶澤、幌 内川沿岸 ノぐい まつ、 えぞま

つ 、 とどまつ 、けや まはんの きノ混清 林ハ低 位泥炭 地 ノ如 キ極 メテ卑漁 ノ上地 二立 チ、林 トノ植物

要 素三 モ漁性 ノモノガ含 マ レテ居 ル。楠 山及新間川下流 ノモノハ譲雑 ナル構成歌態 ヲ示 シ、地 床植

物 トシテハ ぐい まつ林 特有 ノ相 観 ヲ呈 シテ居 ルJチ ヨロナイ川下流 二於 ケル砂丘上 ノぐい まつ林 ハ

特例 二i キ モ ノデ、地床植物 トシテ・・寧 ロ乾性 値物 ニ ヨツテ殖民 セ ラレツツアル。

 上 記 ノ分類 ハ極 メテ概観 的 ナル モノデアルガ、之等 ノ内 二含 マ レル地床 植物 モ詳 細 ナル観 察調査

ヲ倹 テバ、何 レモー様 二分布生 育 セルモノニハ ア ラズ、局部的 二複雑 ナル交錯歌態 二置 カ レ、且 ヅ

地床 植物 ノ差違 ハ直 チニぐい まつ林 ノ構成歌態 二著 シキ相 違 ヲ來 タサ シメテ居 ル。換言 ス レバ ぐい

まつ林購成駄態 卜地床植物 トハ密接 ナル關係 ニアル如 ク観察 サ レル ノデ アル。
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          111・ ぐ い ま つ 林 ト地 床 植 物 ト ノ 關 係

 1.調 査 ノ方 法 及FIA域

 調 査na域 ハ京都帝國大學樺 太演習林古丹岸團地 ヲ選 ンダモ ノデアツテ、楠 山 ぐい まつ林、下楠 ぐ

い まく林、熊 之澤 ぐい まつ林、辣 慶 ぐい まつ林 ノ4個 所 二大別 シタノデ アル。先 ヅ之等 ノぐい まつ

林 二於 テ地床植物 二就 テ恒 存度 及被 覆度 ノ調 査 ヲ行 ツ テ優勢種 ヲ選定 シ、而 シテ各優勢種 ニ ヨツテ

代表 サ レル優勢 匠 ヲ決定 シタ。次 イデ地床植物 二就 テ最 小面積(くユラ)ヲ定 メ、楠 山 二6個 所、 下楠 二3個

所 ・熊 之澤 二8個 所 、桝慶 二3個 所 ノ調査 地 ヲ設定 シタ ノデ アル。調査地設定 二當 ツテハ前述 ノ優 勢

匠 ヲ根嫁 トシテ地床植物 ノ異 ル個所 ヲ選 ビ'20×20李 方 米 ノ地域 ヲf劃 スル コ トトシタ。藪 二於 テ

逐次説 明 スル如 キ詳細 ナル調査 ヲ行 ヒ、箸 者 ノ主観 ヲ是 正 シテ.ぐ い まつ 林 ト地床植物 ノ關係 ヲ鮮

朋 スル コ トニ努 メタノデアルo

 先 ヅ植生屠 ヲ次 ノ如 ク4大 別 シタ。

  (1)林 木 居

  (2)灌 木 暦

  (3)草 本 暦

  (4)蘇 苔 居

林木F3ハ20×20卒 方 米 内二於 テ 「クオ ドラー ト」調査 ニ ヨリ、1.3m以 上 ノモ ノハ樹高 、胸高 直径

枝 下高 ヲ測定 シ、1.3m以 下 ノモ ノニ就 テノ・稚樹 トシテ各樹種 毎二生 育配置 ヲー 々圖上 二示 スコ ト

hシ タ。 同時 二各調査Rq域 及 其 ノ周邊 ニアル倒木其 ノ他稚樹 獲生 ノ歌態 二就 テモ詳 細 ナル調査 ヲ行

ツタノグ アル。夏 二灌木屠、層草本居及蘇苔居 ハ之 ヲ地床植物rシ テ取扱 ヒ、頻 度及被覆 度 ノ決定 ヲ

行 ツタ ノデ アル。頻度及被 覆度 ノ決定 二當 ツテ・・枢法調査 ヲ適用 シ帥 チ1李 方米 ノ木製 ノ権 ヲ百等

分 シ各1李 方粉 二就 テ精密 ナル観察 ヲナ シタ ノデ アル。被覆度 ハ占領面積 ニ ヨツテ算出 シ、一般 二

用 ヒラレテ居ル次 ノ如 キ5級 二分別 シタ。

    100-80°0        5

     sn‐soO    4

     60-40°0   3

     40-200    2

(i) J,Braun-Blangnet: Pflanzensoziologie.1928 S.47.
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      2C-1°0   1

 次 二各調査 匠 二就 テ「ポー リング」ヲ行 ヒ泥 炭暦 ノ厚 サ及 内部 ノ構 造歌 態 ヲ調 べ其 ノ結果 ヲ 「ベル

トトランセク ト」 ト併 セ示 スコ トhシ タ。更 二各PPノ 直 径lcm以 上 ノ林木 二就 テハ庄長錐 ヲ用 ヒ最

近3cm間 二於 ケル生長経過 ヲ調査 シタ ノデアル。

 2.地 床 植 物 ノ類 別

 前 項 二於 テ概読 セル如 ク、楠 山 ぐい まつ林 卜熊 之澤 ぐい まつ 林及 ピ桝慶澤 ぐい まつ 林 ハ同一・二取

扱 ハルベ キモ ノニアラズ シテ其 ノ林相並 二地床植物 二於 テモ著 シキ相違 ガ認 メラ レル ノデアル。先

ヅ前述 ノ調査 方法 ヲ適 用 シテ地床植物 ノ欺 態 ヲ類別 スル コ トニ努 メ タノデアル。

 薙 二於 テ恒存度及被 覆度 ノ測定結果 ヨリ各q二 就 テ優勢種 ヲ決定 シ、此 ノ優勢種 ニ ヨツテ代表 サ

ルベ キ優勢 匿 ヲ大別 スvバ 次 ノ如 クデアル。

  (i)や ま どりぜ ん まい優勢 匪

  (2)え ぞ くろ うす ご優勢q

  (3) みつ ばせ5優 p

  (4) ほ ろ むいつつ じ優勢pP

  (5)い そつつ じ優 勢PP

  (6)や ちぽ うす優勢 匠

以 上6種 ノ各優 p二 就 テ逐次詳細 二述 ペル コhト スル。

(1)や ま どりぜん まい優 Iq

 楠 山及 下楠 ぐい まつ林 内 二於 テハや まどりぜん まい ノ生長極 メテ旺盛 デ アヅテー見全林下 ・・や ま

どりぜ ん まい ノ ミヲ以 テ覆 ハ レタルカノ如 キ観 ヲ受 クル コ トガ アルo然 ルニ詳細 二観察 ス レバ、や

ま どりぜん まい ノ優勢 ナル個所 トえ ぞ く1ううす ごノ優勢 ナル個所 トハ相錯綜 シテ出現 スル コ トガ通

例 デアル。藪 二於 テや まど りぜん まい ノ優勢 二生育 セル個所 ヲ楠 山 二2個 所。下楠 二2個 所 ヲ選定

シ第1表 二示 ス如 キ恒存度及被覆度 ノ決定 ヲ行 ツタノデ アル。此 ノ結果 ニ ヨレバ、 や ま どりぜん ま

い恒 存度1米J¥方 二於 テ97.8%.4卒 方 米 二於 テ100%ヲ 示 シ、常 二被覆度 ハ其 ノ値4ヲ 示 シテ居

ル。 帥 チや ま どりぜん まいハ室間 占領面積 ガ比較的大 ナル割合 二其 ノ根株 ノ・疎生歌態 ニアル コ トヲ

物語 ツテ居 ル。術此 ノ外 二みつばわ うれん、す け類 ハ既 二1米 李方 二於 テ100%ヲ 示 セルモ被覆 度

ハ1ヲ 示 スニ過 ギナイ。 侃 テ薙 ニハ優勢種 トシテや ま どりぜ ん まいヲ選 ビ斯 ノ如 クや ま どりぜ ん ま

い ヲ以 テ優勢種 トスベ キ歴域 ヲや まどりぜん まい優勢匪 ト樗 シタノデ アル。や まどりぜ んまい優勢

匠ハ占領面積比較 的大 ニ シテ楠 山及下楠 ヨリ泊岸海岸 二到 ル間 二於 テハ常 二目撃 スル慮 デ アル。
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第 1 表

                            や ま どのぜ ん まい優勢nn

種 名 
4,1隈461d霊4調461嘱m襲 、,9m2QIK

え ぞ くろ うす ご       1  18 89.1 21 45.7 28 60。9 30 65.2 86 78.3 38 82.6

カ"ら 名、と {でら                                        1   2.2   1   2.2   1   2.2

お ほliす の き      1  18 39,1 29 63.0 33 71.7 38 82.6 39 84.8 42 91.3

お ほ たか ね な な か まど                               1  2.2  8  6.5

 こ  tj  も   も           1    16  34.8  23  50.0  25  54.3  31  67.3  31  67.3  84  73,9

い ti っ っ じ        1   28  60.9 35  76.1 37  84.3 89  84.8 43  93.5 46 100.O

オ、 さ  す  }^ な            1      1   2.2   7   15.2  81   17.3  11   24.0  11   24.0  ユ2   26.1

0、 め  4、 ち  cj          十     3   6.5   6   i8.4  11  24.0  13  28.8  26   56.5  38   82.6

ひ めみ 」Pま うづ ら    +  1 2.2 1 2.2 1 2.2 1 2.2 1 2.2 1 2.2

ほ ろ む い い ち ご       十   4  8.7  8 17.8 10 21.7 15 32.7 23 50.0 80 65,2

レM工の カ{り艦⊃す          十              1   2.2   1   2.2   1   2.2   1   2.2   1   2.2

ごでごん・ナこち【fな          1   37  84.3  43  93.5  43  98.5  45  97.8  46 100.0  46 ユ00.G

こ ふ 六IXら ん     +                2 4.3 2 4.3 8 6.5

こい ち えふ らん       十   4  8.4  6  13.4  8  17.3  8  17.3 13 28.3 17 86.V

ま ひ つ る さ う         1   28  60.9  34  73.9  86  78.3  39  84.8  43  93.5  44  95.7

み つIYわ うれ ん      1  33 71.7 44 95.7 44 95.7 46 100.0 46 iOO.0 46 100.0

た か ね すぎ か づ ら     十                    1  2.2 ユ  2.2 2  4.3

り ん3'1さ う      1  22 47.8 26 56.5 29 63.0 82 67.4 87 84.3 41 89.1

す    4」    類           1    32  67.4  48  93.5  46  ioo.0  46  100.0  46  100.0  46  100.G

つ ま と り さ う          十    13  28.3  23  50.0  26  56.5  29  63.0  31  67.3  37  84.3

と ゾよ力篭4、さ う         十     7  15.2  12  26.1  15  32.7  18  39.1  21  45.7  22  47.8

や ま(どりtfメこノまレ、         4     8   17.3  27   58.7  43  98.5  45  97.8  46  100.0  46  ioo.o

[工  な   こ,  しナ           十                                               2    4.3   4    8.9

0、 う つ め このしナ           十      1   2.2   1   2.2   1   2.2   2   4,3   5  .10.9   5   10.9

4、 1エ ナこれ ご醇ナ           1    21  45.7  25  54.3  28   60.9  80   65.2  40   86.9  41  89.1

〃う・ づ  こ9  しナ           1    19  41.3  27  58.7  30   65.2  30  78.3  42  91.3  44  95,7

ま アこ き3 ご け          十     8   6.5   3   6.5  4   8.4  4   s.4   6  13,4  {}  13.

まゴ{よオ、 さ ご脚〔ナ           i    14  30.4  20   40.9  20   40.8  25  54.3  28  6Q.9  38   82.9

 し つ ぼ こ. け         1   10  21.7  16   ,;  19  41.3  23  50.0 32  67.4 38  82.9

9こ て  う  この Vj           1    13  28.3  15  32.7  17  36.3  23   50.0  28   60.9  33   7L7

ナこ ち t工 こハ こ.乙ナ           1    10  21.7  11  24.0  15  32,7  18  39.1  27  58.7  30   65.2

う ま す ぎ ごけ       1   8 17.3  8  17.3  8  17.3 10 21.7 13 28.3 14 30.9

う ぐ い す ごけ      十                   1 2.2 3  6.5 7 15.2

不 明 ご け          1  2.2  1  2.2  1  2.2 3  6.5 3  6.5 3  6.5

                   9:調 査 枢 数 K:恒 存度  昭 和8年8月 調 査
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 第2 表

               やまどりぜんまい優勢匠

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

, 

            調 査権数(Q)320  昭和7年8月 調査
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 次二や まどりぜんまい優勢嘔r スル地域 二於 テモ随件スル各植物 ノ優勢度 ニョツテ夫k局 部的

二異 ル相観 ヲ呈 シテ居ル。やまどりぜんまいガ比較的多クノえぞくろ うすご、おほばすのきヲ俘 フ

場合 ト、之ニ レ反 シテえぞ くろ うす ご、おほばすのきヲ殆 ンド混入セザル場合r・ ・特 二異 ル慮 デア

ル。藪 二選定 セル下楠第6號 地及第7號 地ハ前者 ノ例 ニシテ楠山第8號 地ハ後者 二局 スルモノデア

ル。以上3個 所ノ調査地内二於テ夫々頻度及被覆度 ヲ調査 シタル結果ハ第2表 二見ル庭 デアル。

 第6號 地 二於 テハやまどりぜんまい二次 イデ被覆度及頻度 ノ大ナルハえぞ くろ うす ごデアルガ、

一般 二やまどりぜんまいヲ除 ク他 ノ植物ハ被覆度極メテ小 デアル
。且 ツ本地域ハ比較的植物 ノ種類

少クほろむいいちご、となかいさう等ヲ鉄除 セルハ注目ヲ要スル鮎デアル。第7號 地 ニアツテハや

まどりぜんまい二次イデ被覆度及頻度ノ大ナルハごぜんた ちばな、えぞくろ うすご、おほばすのき

ノ順hナ ル。本地域ハ前qr略 同様 ナル傾向ヲ有 シ、植物 ノ種類モ爾少ク僅 カニほろむいいちごヲ

増加スルノミデアル。楠山第8號 地ハや まどりぜんまい 二次 イデ占領面積ノ大 ナル・・いそつつ じ、

りんねさうニシラ、特 二本庭二於 テハえそくろ うす`.お ほばすのきノ稀少ナルコトハ著 シキ特徴

デアル。前2匠 二比 スレバ植物 ノ種類ハ比較的多ク、 こふたば らん、ひめみやまうづ ら、こいちや

くさう、となかいさう、ふさすぎな等ノ特徴植物ヲ塘加 シテ居ル。

 斯 ノ如 クや まどりぜんまい優勢匿中二於 テモ優勢種二件 フ他ノ優勢 ナル特諏植物ニヨツテ相観 二

差違 アル ト共 二往k土 壌條件ヲ多少異ニスル場合ガ存スル。師チ之等ノ特徴植叡ガ複雑 二錯綜 シテ

や まどりぜんまい優勢匠ヲ形成 セルモノト考 フル コトガ出來 ル。上記 ノ例 二徴 シテ更二楠 山及下楠

ぐいまつ林内二於テやまどりぜん まい優 qヲ 詳細二観察スレバ特徴植物 ノ出現度 ニヨツテ相観 ヲ

匠別 スルコトガ出來ルノデアルo

 (1)や まどりぜんまい、ふ さすぎなGP

 (2)や まどりぜんまい、まひつ るさう匿

 (3)や まどりぜんまい、ほろむいいちご匠

 (4)や まどりぜんまい、 うますぎ ごけq

 (5)や まどりぜんまい、いはつつ じ匠

 (6)や まどりぜんまい、 となかい さうpP

 (7)や まどりぜんまい、えぞ くろ うすご、おほばすのき匠

 (8)や まどりぜんまい、えぞ くろ うす ご、 まひつ るさう匿

 (9)や まどりぜんまい、えぞ くろ うす ご、ほろむいいちご医

 (10)や まどりぜんまい、えぞ くろ うす ご、となかいさうP
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 (11)や ま どりぜ ん まい、え ぞ くろ うす ご.ご ぜんた ちばな暉

 (12)や ま どりぜん まい、え ぞ くろ うす ご、みつばわ うれ ん匠

 以 上各 匠ハ其 ノ主要 ナル モノデアツテ夫h占 領 面積 ヲ異 ニ シ、爾 之等 ニハ中間形 ノ出現 スル コ ト

多 キヲ以 テ、現地 二就 テ簡 輩 二識 別 スル コ トノ困難 ナル場合 ガ存 スル。

   (2) え ぞ くろ うす ご優勢 匿

 前 項 二於 テ述 ベ タル如 クえぞ くろ うす ごノ優勢 ナル地域 ハや まど りぜ ん まい優g;nn_卜 相 錯綜 シテ

出現 スル モノデアルc藪 二於 テ楠 山及下楠 ぐい まつ林 内ニテえぞ くろ うす ご ノ繁 茂 セル個所 ヲ選 ビ

恒存度及被覆度 ヲ調査 スルニ、第3表 二見 ノレ如 ク、え ぞ くろ うす ごノ・16dm'二 於 テ既 二94.6;二

達 シ、而 カモ何vノ 場合 ニモ被 覆度ハ5ヲ 示 シテ居 ル。 次 イデ1米 李方 二到vバ ごぜ んた ちばな、

す け類 ハ100%ヲ 示 スモ被覆度 ハ著 シク小 ナルヲ以 テ ココニハえぞ くろ うす ごヲ優勢種 トシs ン

ダ ノデアル。 而 シテえぞ くろ うす ごヲ優勢種 二持 ツ地域 ヲ特 二え ぞ くろ うす ご優 uAト シテ取 扱 フ

コ トトスル。元來 えぞ くろ うす ごガ4dm2二 於 テ82.1%16dm2二 於 テ94.6%36dm2ニ テ100%ヲ 示

ス コ トハ密 度 ノ極 メテ大 ナル コ トヲ示 シテ居 ル。爾此 ノ種 ハえぞ くろ うす ご節 二属 スベ キおほぼす

の きヲ随件 スル ノガ常 デアル。本優勢pノ 占領面積 ハ相 當廣 ク楠 山及 下楠 ぐい まつ林 内二於 テ・・や

まどぜん まい優勢匠 ト相封立 シタモ ノデ アル。植物種撒 ノ、一毅 ニノ、や まど りぜん まい優勢A リモ

多 久 殊 二か らふ とば ら、 まるば しもつ け、 いは のが りやす等 ハ前者 二於 テノ・獲 見 シ得 ザル虚 デア

ノレO

 吹 二えぞくろ うすご優勢匠 ト難モ詳細二見 レバ。其 ノ随俘スル特徴植物 ノ出現 ノ度ニヨツテ異ル

相観 ヲ呈 シテ居ル。楠山二選 ンダ5個 所 ノ調査地 二於 テ被覆度及頻度 ノ調査 ヲ行 ツタ結果 ヲ表示ス

レバ第4表 ノ如 クデアル。此 レニヨッテ見ルニ第1號 地二於テハまるば しもつけ、第2號 地 二於 テ

ハおほたかねななかまど、第3號 地ニハほろむいいちご、第4號 地 ニハふさすぎな.第5號 地 二於

テノ・おほまひつるさう、ごぜんたちばな 等ノ特徴植物 ガ何 レモ比較的優勢ナル出現度ヲ示 シテ居

ノレO

 楠 山第1號 地 ニ アツテノ・第4表 二見 ル如 ク蘇苔類 ノ種類極 メテ少 ク殆 ン ド全般 うろ こみつ ごけニ

ヨツテ占領 セラ レ局部 的二 うます ぎ ごけ ノ侵 入 ヲ見 ルニ過 ギナ ィ⑪本調査地 ハ ぐい まつ林 二園 マV

タ ノL池塘 二移行 スル附近 二在 リ、著 シク低位 トチ ツテ居 ル。や ちぽ うす、 ひあふぎあや め等 ノ侵入

ハ卑漁 ノ度著 シキコ トヲ示 シ、 まるば しもつ け、 いは のが りやす ノ優勢 ナル ハ比較 的疎 開 サ レ高位

ノ土地 ヨ リ泥 土ガ蓮 バ レル コ トアル ヲ物 語 ツテ居 ル。要 スルニ本地域 ハ低位泥炭地要素 ヲ僅 カニ含

ミ過去二於 テハ梢 卑漁 ノ撚態 二置 カ レタル コhガ アラ ウ。第2號 地 ニ アツテハ.い はのが りや すノ、
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第 3 表

                            え ぞ くろ うす ご優勢Up

… 毯 鷺ld濃i網 ぜld魏 重m皇1豊lm斐i罎≒16霊 ¢

鶉 聯46陀191::5611°1::5ギ ゜;;°5662631°°.°3.65.45612i5°°.°3.68.92°21°°.5.10.:

継 ～撚;ss46;:14111:155983 ill 19:2551:1:1:::598442:1鶴 ミ 灘111:
  こ  しナ  も   も     1   34   60.7 42!  75.0 43  76・8 46  82・1 491  87・5 53  94・6 20  100・〇

三:貿 談  {22639.310.732157152E:1832::1:584°337158:4949448778:551614391.112°85.71181°9::・

脇 犠9工28 .6121:ll::lll:ll::ll1::1:1::°

雛 熱 、;:;;繊 ;;;3°.425.098.22°'165613210ミ.7.6.02518564432100 ;1:ミ矯::4011§1,

  こい ちえ ふ らん   十   1  1.8 8  5・4 3  5・4 6  10・7 7  12・5 gl 16.1 4  20・

ま ひ つ る さ う 133・8.94275.・458・.44783.94885.74987.51・ ・ ….

 み つliわ うれ ん   1 27 48.237 66.138 67.946 82.153 ., 55 98.220.100.

り ん ね さ う 1173° ・423141・12646・43155・43766.114376・8189° ・

す げ 類 13257・147183・95496・4561° °・°56i° °・°i56i1° °・°.2°1° °・°℃

つ ま と ・】 さ う + 58・9712・5
、712・5916・113j23・2125144・6168° ・°

も箔 撫 1814°31723°3:a6194337:91259灘 購 器5841:9115f75111050:。

  い                        I  l

鵬 ㍊ ‡   i1.811:64731214::13142325:20894°45:1、

い1エ だ れ ご け 14173・243i 76・8458° ・44783・9521 g2・95598・212°1° °・°

 お ぽ み つ ごけ  1 27 48,232 57.134 60・744 78・650189・354 96・420100・

智 Σ 盤 さ、t」"t」 1 :16.18.91-::1'1°7717.912.51°131723:9i142i2425.°42.911:°0:401°145°70:

論 こき1;13°405371:6436,64,4275:3386704580:943176.E 4885450i 39.356100:752°20.56100:謝ll:

1欝::1;11322::2615i221:s6 is2283::1113°5:442°1135]9:6232241.139.31213 s°65:

糊 ・ ・111・ ・11旨 ・811・835・ ・916・11526・884・ ・

                  9:調 査 権 数 K:恒 存度  昭 和8年8月 調 査
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 第4 表

               えぞ くろ うすご優勢匠

  

    

  

  

  

  

  

            調 査枢数(9):20 昭和7年8月 調査
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・漸次其 ノcヲ 減 少 シまるば しもつけハ最 早1 ス ル コ トガ出來 ナィ。之 レニ反 シテえぞ くろ うす ご、

おほばすの きハ其 ノ敷 ヲ増 加 シ、 同時 二ごぜ んた ちばな、おほ まひつ るさ うノ侵 入 ヲ壌 ス コ トガ認

メ ラレル。蘇類 モ第1號 地 二比 ス レバ稽相 観 ヲ異 ニ シ、 師 チ うろ こみつ ごけ ハ占領面積 ヲ減 ジ夫 レ

ニ代 ツテたちはひ こけ、 うますぎ ごけ ノ侵 入ヲ増 スコ トトナノLp第3號 地 二於 テ・・おほみつ ごけ、

ほそばみつ ごけガ出現 スルニ俘 ヒ、 うろ こみつ ごけハ著 シク其 ノ藪 ヲ減少 シテ居 ル。元來 うろ こみ

つ ごけ・・低位泥炭地 ヨリ中間泥 炭地 二移行 センhス ル初期 二於 テ登見 セ ラレル場合多 ク、 おそば み

つ ごけハ高位泥炭地或 ハ ぐいまつ林中 ノ比 較的安定 セル立地 ヲ選 ビテ生育 セル場合 ガ多 イ。斯 ノ如

クみつ ごけ ノ種類 ヨ リ見 ル モ第2號 地 ノ地 宋植物 ノ状 態 ハ前者 二比 ス レバ梢 々安定状態 ニ アル コ ト

ガ窺 バ レル。第4號 地 ハ うろ こみつ ごけ ニカハ ツテほ そば みつ ごけ.お ほ みつ ごけ ノ侵 入 ヲ堆 ス コ

トハ前者 ト略同様 ナル モいはだれ ごけ ガ優勢 ナル鮎 卜更 二ふ さすぎ な、いはつ つ じノ優勢 トナル コ

トノ・前 者 ト異 ル塵 デアル。 一般 二本 林地 ハ比較 的乾燥 二傾 キえぞ まつ 、 とどまつ林 二近 似 スル傾 向

ヲ有 シテ居ル。第5號 地 二於 テハえぞ くろ うす ご最 モ繁茂 シテごぜんナこちば な、おほ まひつ るさ う

h相 混 ジ林 地ハ梢 々乾燥 ノ歌態 ニ アル。爾鮮類 中みつ ごけハ劣勢hナ ツテだて うごけ、 いはだれ ご

け、 た ちはひ ごけ等 ガ其 ノ位 置 ヲ占領 シテ居 ノレ。

 之 等 ノ實例 ニ ヨツ テ徴 ス レバえぞ くろ うす ご優勢 匝 ト樗 スル地 域 二於 テモ其 ノ随件 スル特徴植物

ノ出現 ノ度 ニ ョツテ夫 々異 ル相 観ヲ呈 スル コ トガ知 ラ レル。薮 二其 ノ主要 ナル モノヲ列 記 ス レバ次

ノ如 クデアル。

 (1) え ぞ くろ うす ご、 まるば しもつ け医

 (2) え ぞ くろ うす`.お ほナこかねななか ま ど匿

 (3) え ぞ くろ うす ご、ほ ろむ いいち PP

 (4) え ぞ くろ うす`.と なかい さ う医

 (5) え ぞ くろ うす ご、 ふ さすぎな匠

 (6) え ぞ くろ うす ご、 まひつ るさ う魑

 (7) え ぞ くろ うす ご、 いはつ つ じ匪

 (8) え ぞ くろ うす ご、 みつ ばわ うれんP

 場 上 各魑 ノ占領面積 ハ h hニ シテ各狽立 二存 スル コ トモ ア レバ、叉数個 ノモ ノガ相錯綜 シテ

存 スル コ トモアル。一一般 ニハ中間形 ヲ形成 スル コ ト多 クシテ判然 ト匠別 シ得 ラ レザル場合 ガ多 イ。

  (3) みつ ばせ う優勢 医

 みつ ばせ う優勢匪 二就 テハ恒存度 ノ調査 結果 ヲ表示出來 ナカ ツタガ、本優勢匝 ハ其 ノ占領面積比

較 的少 ク、熊 之澤 二之 レヲ登見 スルモ、楠 山、下楠 及辮慶澤 ニハ全 ク見 ラレナィ虚 デアル。林 下ハ



gfl

 第5表

               みつばせ う優勢匿

  

           調査権数(Q):20  昭和7年8H調 査
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-一般 二卑漁 デハ アルガ低位泥炭地 トハ ソノ歌態 ヲ異 ニ シ、全面 みつ ごけニ ヨツテ蔽 ハ レテ居 ル。熊

之澤 第1號 地及第2號 地 二於 テハみつ ばせ うノ外 二となか い さ う、 いはつつ じ、 ごぜんナこちばな、

み つ ば わ うれん、 こけ もも、わナこす げ等 ガ比 較的多 ク出現 シ、殊 二之等 ノ内 二 くろす け ノ如 キ高位

泥炭地型 ノ要素 ガ含マ レテ居 ル コ トノ・注 意 ヲ要 スル鮎 デアル。次 二第1號 地及第2號 地 二就 テ頻度

及被覆度 ヲ調査 シタル結果 ヲ示 セバ第5表 ノ如 クデアル。

 同表 二於 テ見 ルニ熊 之澤第1號 地 ニハ頻度5ヲ 示 スモノハみつ ばせ う、となかい さ う、 くろす け

ノ3種 デ アツテ被 覆度・・みつ ばせ う最 モ大 ニ シテ くろす け、 となかい さうガ之 レニ次 イデ居 ル。本

恒 域 ニ アツテノ・鮮類 ノ種類 ハ極 メテ少 ク、全面ほ そばみつ ごけヲ以 テ薇 ハ レ、僅 カニち しま しつ ぼ

ごけ、た ちはひ ごけガ少量侵 入 スルニ止ル。 一般 二灌 木 ノ褒達貧弱 ニ シテ、 え ぞ くろ うす ご、おほ

・ばすの き、 まるば しもつ け、おほナこかね ななか まど、ほろむ いつつ じ等 ガ鮎 生 スルニ過 ギ ナイ。伺

本地 域 二於 テほろむいつつ じ、ひ めつ る こけ もも、 くろす1ナ ノ存在 ハ多 少高位泥炭地型 ノ要素 ヲモ

含 ム コiヲ 示 シテ居 ル。第2號 地 ニハ頻度5ヲ 示 スモ ノハ、みつ ばせ う、 となか いさ う.い はつつ

じ、 ごぜんた ちば な、みつばわ うれんYこ け もも、わナこす け ノ7種 デ アツテ.被 覆度 ノ最 大ナルハ

み つばせ うデ アル。本調査地 内ニ アツテ更 二となか い さう及 ビわたす け ノ優勢 ナル個所 ガ相混清 シ

テ居 ルJ

 之等 ノ例 二見 ルモみつばせ う優勢匿中 二随俘 サ レル種 々 ノ特徴植物 ノ出現 ノ度 ニョツテ局部的 二

湘観 ヲ異 ニスルコ トガ知 ラ レル。熊 之澤 ノ例 ヲ取 レバ大略次 ノモノノ・其 ノ主要 ナルモノデ アル。

 (1)・ みつばせ う、 くろす け匿

 (2) みつ ばせ う、 わたす け匠

 (3) みつ ばせ う、 となか い さ うPp

 (4) みつ ばせ う、みつばわ うれ ん匠

 之 等各fiq・・中間形 ノ出現 スル コ ト多 キ ヲ以 テ牛撚 ト識 別 シ得 ラレザル場合 ガ アル ト共 二夫 々ノ占

領 面積 二至 ツテモ大小種 々デ アツテー様 ナル モノデハ ナイ・

 (4) い そつつ じ優勢匠

 第6表 ニ ョツテ示 ス如 クいそっつ じノ恒存 度ハ4dm2二 於 テ銑 二100%二 達 シ且 ツ被覆度 ハ5ヲ

示 シテ居 ル。此 ノ外 二ほろむいつつ じ、す ぴ類 ハ4m2二 於 テみつ ばわ うれ ん、 たかねす ぎかづ ら

ハ9m2ニ テ夫々100%ヲ 示 スモ被覆度 ハ著 シク小 デアル。 侃 テ本pp ハ い そつつ じヲ優勢種 トシテ

選 ブベキ デアル。「いそつつ じ優勢遜 ・・植物 ノ種類比較 的少 久 且 ツ恒存度 ニ ヨツテ窺 フコrガ 出來

ノレ如 ク個KS密 度 ・・一般 二小 ナル慣 ヲ示 シテ居 ル。換言 ス レバ本地域 ハえぞ くろ うす ご、や まどりぜ
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.んまい優勢廣 二比 ス レバ、植物 ノ種類 少 ク、而 カモ散生 ノ歌態 ニ アル コ トガ知 ラvル 。殊 二草本頚

ノ登達 ガ貧弱 トナル。楠 山第3號 地 二於 テハいそつつ じハ最 モ密生 シ、夫 レニ次 イデほろむいっっ

じ、ひめつ るこけ もも.く ろすけ等 ノ出現多 ク、 其 ノ他僅 カニみつ ばせ う.ま ひつ るさ う、 りんね

さ う、となかい さ う、 ま うせん ごけ等 ガ鮎生 シ、地 上 ハ全面殆 ン ドみつ ごけ ヲ以 テ薇 ハ レち しまし

つ ぼごけ、ナこちはひ ごけ、 うますぎ ごけ ヲ混生 スルニ過 ギナ ィ。師 チー般 二高位泥炭 地 二獲見 サ レ

ル要素 ガ圭 hナ ツ テ居ルc薮 二述 ブルい そつつ じ優勢旺 ハ熊 之澤 ぐい まつ林内 二於 テ僅 カニ登 見.

サ レルニ止 リや まど りぜん まい及 えぞ くろ うす ご優勢 医二比 ス レバ、 ソ ノ占 ムル面積 ハ小 ナルモノ

デ アル。 其 ノ他幌 内川沿岸 二登達 スル所謂「ツ ン ドラ」ヲ縁取 ル ぐい まつ 林内 二往 々綾 見 サ レルコ ト

アルモ、概 シテ占領面 積 〉・局限 サ レテ居 ル。

 (5)ほ ろ むいつつ じ優勢 匠

 ほ ろむ いつ つ じノ優勢 二繁茂 セル個所 ニ アツテハ、 ぐい まつ ノ生長 ハ衰 へ、外 観倭性形 ヲ呈 スル

コ トガアルc薙 二熊之澤 ぐいまつ林 内二於 テ斯 ノ如 キ地 域 ヲ選 定 シテ恒 存度 及被 覆度 ノ調査 ヲ行 ツ

タノデアル。其 ノ結 果 ニ ョレパ第7表 二示 ス如 ク植物 ノ種敷極 メテ少 久 灌木居 、草本暦 ヲ合 シテ5

種 ヲ撒 フルニ過 ギナ ィ。然 ルニほろむいつつ じハ4dm'二 於 テ恒存度100%二 達 シ且 ツ被覆度 ハ5

ヲ示 シテ居 ルQ其 ノ他 ひめつ る こけ もも、す ぴ類 等恒 存度比較 的大 ナル モノア リト錐 モ被覆度 ・・盆

k小 トナル ヲ以 テ、薙 ニノ・優勢種 トシテほろむいつ つ じヲ選 ング ノデアル。

 本 優勢 匠 二選 定 セル2個 所 ノ調査地 内 二於 テ被 覆度及頻度 ヲ調査 シタ結果第8表 ヨリ見 レバ第7

號 地 二植物 ノ種薮最 モ少 ク蘇類 ヲ含 メテモ術6種 ヲ出 デズ、第6號 地 ハ種類稻 多 シ ト錐 モ全数10種

ヲ掲 グル ニ過 ギナィノデアル。 之等 ノ内ほろむいつつ じ、ひ めつ る こけ もも、 くろす け、 ま うせん

ごけ等 ハ何 レモ高位泥,`地 二登見 セラレル植物 デ アル。更 二本優 uモ 随 偉 スル特徴植物 ノ幽現 ノ

度 如何 ニ ョツテ局部的 二相観 ヲ異 ニスルモ ノデアルガ、元來植物 ノ種類 少 ク且 ツほろむいつつ じヲ

除 ク他 ノモ ノガ絵 リニモ散生 ノ獣態 ニアルヲ以 テ.局 部 的相観 ノ相違 ヲ識 別 スル コrガ 盆 々困難 ト

ナルo

 (6) やちぽ うす優勢匠

 古丹岸川下流 ノ右岸一帯ハ多ク低漁ナル潤葉樹林、 ぐいまつ林或ハ草原地 ヲ以 テ占領 セラレ且 ツ

之等二介在 シテ低位泥炭地ガ見 ラレルノデアル。殊 二辮慶澤及熊之澤合流鮎附近 ヨリ古丹岸川右岸

ノ潤葉樹林二接績スル地域ニハ ぐいまつ林1 シ、林下ノ・著 シク7=2ノ 土地 デアツテ、やちぽ うすノ

生育旺盛 トナリ其ノ根株 ノモトニハ常時停滞水 ヲ有 スルコトガ多 イ。偶hみ つごけノ侵入ガ開始サ

レルr モ局部二過 ギズ、全般的二見 レバ略低位泥炭地歌ヲ呈 シテ居ル。此 ノ地域二於テノ・優勢種
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第 6 表

                             い そつつ じ優勢匠

                 9:調 査権激 K:恒 存度 昭 和8年 串月 調査
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 第 7 表          ほろむいつつ じ優勢医

 

        調査枢数(Q):20  昭和7年8月 調萱

 第 8 表           ほろむいつつ じ優勢匠

種 名 轟懸1藁 ≒ 轟擦1≒ -(   ヨ)1
 ほろむいつつじ  46  3 100  5  59  3 100  5(つ)1

 ひめつるこけもも    十    十    40   『3    5    1   100    5

 み つ ば わ うれん   15   1   60   4

 ま う ぜ ん ごけ  +   +   10   1  +   +   10   1 i

 まL ON づ ゐ  さ  う       +        +        10        1

 す     セずP    美頁      50        3      100        5       45        3      100        5

 腎そばのきそちど + + ・・ 2

 糞かねすぎかづら    1   十    50    8

 し つ ぼ ご け      4     1     20     2     2     1     40     3

 み つ ご け 93 5 1・0 5 98 5 1。。 51                          

        調査劉匡数(0): 20    紐召禾07年8 月 調査
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ノ・明 カニや ちぽ うす デ アツテ、斯 ノ如 クや ちぽ うす ヲ優勢種 トシテ選 ブベキ地 帯 ヲや ちぽ うす優勢

匪 トシテ取 扱 ツタノデ アル。

 譲 二や ちほ うす優勢匠 二選 ンダ3個 所 ノ調査 地 内二於 テ被覆度及頻 度 ノ調査 結果 ヲ示 セバ第9表

ノ如 クデアル。 之 レニ ヨツテ見 ルニ各魑共 二頻度5ヲ 示 スモノハや ちぽ うす 二過 ギズ、頻 度4ヲ 示

スモ ノハ其 ノ歎 ヲ塘 シ第1號 地 二於 テノ、おほぼせん きゆ う、 まひつ る さ う、つ まと りさう、第2號

地 二於 テハおほばせん きゆ う、 まひつ る さう、 ち しまい らご、第3號 地 ニアツテハ、おほぼせんき

ゅ う、 まひつ るさ う、ほ ざき しもつ け等 デ アルガ何 レモ被覆度極 メテ小 デアル。 之等 ノ内 二於 テ第

1號 地 ノつ まとりさ う、第2號 地 ノち しまい ちご、第3號 地 ノほざき しもつ けノ・何 レモ本地方 ノ草

原 二見 ラレル特 徴植物 デアル。從 ツテ各調査地 ハ之等 ノ特徴植物 ニ ヨツテ夫h特 別 ナル相観 ヲ呈 シ

テ居 ル。第1號 地 ・)全面 や ちほ うす ヲ以 テ蔽 ハ レ、其 ノ他 ノ種類 二到 ツテ・・散生 スル程度 二過 ギナ

ィ。第9表 ニ ョツテ見 ルモえん こ うさ う、べ にざ らさ、 みつ と くさ、 きナこよ し等 ノ如 ク低位泥炭地

二嚢見 サ レル植物要素 ヲ含 ンデ居 ル。爾 ココニ種cノ 比較的多 キ コrノ 、本地域 ガ k安 定 形 二近 ヅ

キツツアル コ トヲ物語 ルモノデ アラウ。や ちぽ うす ノ登育 ニモ梢衰微 ノ兆 ガ認 メ ラv,各 や ちぽ う

す間 二・・少量 トハ云 へほそばみつ ごけ及た ちはひ ごけノ侵入 ガ見 ラレル。第2號 地 二於 テハや ちぽ

うす ノ獲育 ハ前者 二比 ス レバ梢 々旺盛 トナル モ他 ノ灌木.草 本 ノ嚢育 ハ極 メテ不良 トナ ツテ僅 カニ

おほぼせ んきゅ う、 ち しまい ちごノ相當量 ガ稜 見 サ レルニ過 ギナィ。蘇類 ノ1. モ未 ダ多 カラズ、

や ちぽ うす間 ニアツテ うろ こみつ ごけ、ナこちはひ ごけ ヲ目撃 スル程度 ノモノデ アル。第3號 地 ニ ア

ツテハや ちぽ うす ノ襲育 ハ前2者 二比 ス レズ稻旺盛 ナルモ植物種類 二至 ツテハ却 ツテ少 久 灌木、

草本 ヲ通 ジテ僅 カニ12 ヲ歎 フル ニ過 ギナ イ。や ちぽ うす ヲ除 ク他 ハ何 レモ散生 ノ状態 デ アツテ、

ほざき しもつ け、おほばせん きゆ う、 まひつ るさ うガ比較 的多 ク生育 シテ居 ル。

 前述 ノ内ほざ き しもつけ、 ち しまいちご、つ まと りさ う等 ハ草原 二登見 サ レル要素 デアヅテ、ひ

あふぎあや め、 みつ と くさ、や ちぽ うす、 きた よ し等 ハ低灘地 二見 ラレルモ ノデ アル。斯 ノ如 クや

ちほ うす優 f二 於 テモ各立地 ニ ョ リ夫 々随俘 スル特薇植物 ノ出現 ノ度 ニ ョツテ局部 的 二相観 ヲ異

ニスル モノガアル。今 其 ノ主要 ナルモ ノヲ列記 ス レバ次 ノ如 クデアルo

 (1) ちや ぽ うす、つ まと りさ うu

 (2) や ちぽ うす、 ち しまい ち uP

 (3) や ちぽ うす 、ほざ き しもつ けPq

 (4) や ちぽ うす、おほばせん きゆ う匿

 (5) や ちほう す、 まひつ る さ う匠
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 第.9 表               
やちほ うす優勢医

 

 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           調 査権敷(Q):20  昭和7年8月 調査
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然ルニ之等 ノモノハ實際二當 ツテハ比較的識別 ノ容易 ナルコ トアルニ反 シテ、中間形 ヲ作 ツテ極メ

テ複維 二錯綜 セル トキハ、簡軍二識別ス)レコ トガ困難 ナル場合ガアル。

 各調査地二就 テ詳読セル慮 ヲ要約スレバ次 ノ如 クデアル。

(1)高位泥炭鰍:1:臨 備 震勢匠

          r(3)  みつをませ う優勢置≡ξ

            (a) みつばせ う、 くろすセナ匿

            (b) みつばせ う、わたすけ匝

          (4)や まどりぜんまい優勢臨

            (a)や まどりぜんまい、ふ さすぎなn

            (b)や まどりぜんまい、まひつるさう魑

            (c> や まどりぜんまい、ほろむいい ち⊃魑

            (d)や まどりぜんまい、 うますぎごけ医

            (e)や まどりぜんまい、いはつつ じ匿

            (f) やまどりぜん まい、となかいさう匠

            (g)や まどりぜん まい、えぞくろ うす ご、おほばすのき医

            (h)や まどりぜん まい、えぞ くろうす ご、まひつ るさう匹

 (II)中 間轍 地型 (i)や まどりぜんまい. xぞ くろ うすこ ほろむいいちご匹

            (1) や まどりぜんまい、えぞくろうす`,と なかいさう匿

            (k)や まどりぜん まい、えぞくろうすご、ごぜんたちばな匿

            (1)'や まどりぜんまい、えぞくろ うす`,み つばわうれんpq

          (5)え ぞ くろ うす ご優勢医

            (a) えぞ くろ うす ご、まるば しもつけ医

            (b) えぞくろうナ ご、おほたかねななかまt'C

            (の えぞくろ うす ご、ほろむいいちご医

            9(d) えぞくろ うす ご、ふ さすぎな匠

            (e) えぞ くろ うすご、おほまひつるさう医

            (f) えぞくろうす ご、.ごぜんたちばな医

            (g) えぞくろうす ご、いはつつ じ匠

            (h)え ぞ くろうす ご、みつばわ うれん匿
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⑳_曜 騰 灘
             (c) やちほづ す、ほざきななか まどnp

             (d)や ちぽ うす、おほばせんきゆ う匝

             (e) や ちぽ うす、 まひつるさ う圃

叙上ノ如 ク大別スルコhガ 出來ルh モ各優勢匪ハ林内ニアツテ極 メテ複雑 ナル錯綜駄態 ヲ呈 スル

場合ガアル。從 ツテ之等 ノ間ニハ中間形 ノ存 スル コトヲ認 メナケレバナラナイ。伺各詳設 セル如 ク

夫 々優 Q二就 テ見ルモ随俘サ レル特徴植物 ノ各出現ノ度ニヨツテ各医二狽特ナル特徴ヲ與 ヘテ居

ル コトガ知 ラVル 。郎 チ後節二於 テ述 プル如 ク前者ハ群叢 トシ、後者ノ・個艦群叢 ト見倣 スベキモノ

デアラウ。

 夏二調査範園ヲ廣 メル場合帥 チ上記 ノ辮慶澤、熊之澤及 ピ楠山、下楠 ノー帯 ノ外二小野寺川流域

及幌内川流城ヲ取ルナラバ、高位泥炭地型 ノモノトシテほそばいそつつ じ優勢匠、低位泥炭地型 ノ

モノ トシテハいはのが りやす及なるこすけ優勢匠、其 ノ他砂地上二生育スルモノ等ガ學 ゲラレル。

 3.地 床植物 トぐい まつ林相

 前項二述ベタル高位泥炭地型、中間泥炭地型及低位泥炭地型 ノ各優勢医二於 テ・・地床植物 ノ異ル

ト共二林木暦ニモ著 シク差違 ノ貼ガ認メラレルノデアル。先 ヅ各調査地 ニアツテハ1.3m以 上 ノ林

木 居二就テ各樹種別 ノ樹高、胸高直径、枝下高ヲ測定 シテ「クオドラー ト」調査圖中二記入 シ、].3m

以下ノ稚樹 卜同様其ノ生育配置ノ歌態 ヲ明示 シタノデアル。

 ほろむいっつ じ優勢匠及いそつつじ優勢匠二於 ケル娼ク、高位泥炭地型 ノ要素ヲ多分二包藏 スル

匠域 三アツテハ、 ぐいまつハ多ク純林ヲ形成 シ、樹高低 ク媛性形 ヲ呈 シテ居ル。第1圖 及第3圃 ニ

ヨツテ其ノ林木居構成歌態ヲ窺 フコhガ 出來ル。即 チぐい まつ ハ極 メテ樹高低 ク綾性形 トナリ、特

二ほろむいつつ じ優勢匿二於テ其 ノ度大ナルコrヲ 示 シテ居ル。

 みつばせ う優勢naハ爾 くろすけ、わたすけ等 ノ高位泥炭地型 ノ要素ヲ含L第7圖 及第9圖 二見

ラレル如 久 ぐいまつ ノ純林 トモ云 フベキモノデアルo前 述ほろむいつつ じ及いそつつ じ優勢庭二

比較スレバ ぐいまつノ生長・・著 シク良好ニシテ林木配置ノ歌態 モ第8圖 及第10圖 二見・・如 ク全ク異.

ルモノガアル。本優勢匠二於テハえぞまつ、とどまつ ノ侵入 アレドモ、未ダ主林木 ヲ形成 スルニ至

ラズ、僅カニぐいまつ大木 ノ根元ヲ利 シテ生育 シ、倭性形 トナツテ被厘歌態 二置カレテ居ルコ トブ

多 イ。
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 や ま どりぜん まい優勢医 ニ アツテハ林下ハ梢 卑漁 ノ度 ヲ減 ジ且 ヅや まどりぜ ん まい ノ生長旺盛 ニ

シテ土 壌 ノ表面 ハ多 ク其 ノ根 株 ヲ以 テ占嫁 セラレ、往kみ つ ごけ ノ生育 ヲ歴迫 シテ居 ル個所 ガ見 ラ

レル。其 ノタメニ林地ハ比較 的乾燥 セル所 ヲ混交 スル ト難 モ、一一般 ニハ未 ダ灘潤 ノ度 ハ相 當大 ナル

モノガ アル。第11圖 及 第13圖 二見 ル如 クえぞまつ、 と どまつ ノ侵入漸 ク増 加 スル モ、殆 ンド良好

ナル生 長 ヲ縫績 スル コ トヲ得 ズ、多 ク・・立 枯 ノ駄 態 トナルカ或 ハ ぐ4・まつ大米 ノ下 二被歴 サ レル ノ

駄態 トナル場合 ガ多 イ。 下楠 第6號 地及第7號 地 二於 テハ(第11圖)ぐ いまつ ノ生長比較 的良好 ニ テ

且 ツえぞ まつ、 と どまつ ノ稻 大 ナルモ ノヲ含 ムモ、楠 山第8號 地(第13圖)ノ 例 二見 レバ、 ぐいまつ

ノ生長悪 ク林 下 ニハ多 ク ノ腐朽 セル根株 ヲ登 見 スル コ トガ アル。筒 本優勢na内 ニハ倒木 ノ腐朽 二俘

ヒテ其 ノ上或 ハ周邊 二 ぐいまつ、 えぞ まつ、 と どまつ ノ稚樹 ヲ生 ジテ群 團状 ノ夏新 ヲナス歌態 ガ展

々 目撃 セ ラレノレo

 え ぞ くろ うす ご優 dapニア ツテ・・地床植物 ノ例 ガ示 ス如 ク、林地 ・・比較的乾燥 セル傾 向 ヲ有 シ、

殊 二え ぞまつ、 とどまつ ノ侵 入多 ク、構 成歌 態 二至 ツテハー般 二復暦林 タ形成 シテ居 ル。 師 チぐい

まつ ハ上暦部 ヲ形成 シ、途 中暦 及下暦部 ハ多 クえ ぞ まつ、 と どまつ ヲ以 テ成立 シテ、偶 々ぐいまつ

ノ肚 齢樹 ヲ混 ズル場合 ガアル。 前項 二述ベ タル如 ク地床植物 ノ種類 二至 ツテ・・比較 的多 ク複雑 ナル

相観 ヲ呈 シテ居 ル ガ林相 二就 テモ地 床植物 ノ攣 化 二從 ツテ逞庭 アルヲ発 レナ イ。楠 山第1號 地 二於

テ・・地床 植物 中 ニハ僅 カノ低位泥炭 地型 ノ要素 ヲ含 ミえ ぞまつ、 と どまつ ノ侵 入 少ク ぐいまつ モ比

較的 老齢樹 二乏 シイ(第15圖)。 第2號 地 ハ比較 的安定 セル立地 デ アツテ、 えぞまつ、 と どまつ ノ侵

入前者 ヨリ多 ク見 ラレル慮 デ アル。然 ルニ ぐい まい 自罷 ノ樹 齢 ハ概 シテ低 ク、 自 ラ上暦並 二途中暦

ヲ占 メ.下 居 ハ総 テえぞまつ、 と どまつ ヲ以 テ占領 セ ラレテ居ル。斯 ノ如 矧 犬態 ハ第17圖 二於 テ明

カニ認 メル コ トガ出來 ル。第3號 地 ハ ぐい まつ ノ生 長最 モ良好 ニ シテ ぐ い ま つ・・上暦 部 ヲ占領 シ

途 中暦及下暦部 ハえぞまつ、 と どまつ ニヨツテ占メ ラレテ居 ル。然 ルニ之等 ノえ ぞまつ、 と どまつ

ハ ぐい まつ大木 ノ根 元 ヨ リ護 シテ各群團 ヲ形成 セル観 ガ アル。尚地 床植物中 二於 テほろむいい ちご

ノ優勢 ナル鮎 ヨリ見 レバ、本地域 ハ梢 々高位泥炭地 型 ノ要素 ヲ含 ム傾向 ガ認 メ ラレル ノデ アル。第

4號 地 及第5號 地 ニ アツテハ何レ モ地床植柳 ノ献 態 ガ示 ス如 久 比較 的乾燥 二傾 キ前 述 ノ何 レノ調

査地 ヨ リモえ ぞまつ、 と どまっ ノ侵入 ガ著 シク多 イ。殊 二第4號 地 ハえぞ まつ、 と どまつ ノ生 育優

勢 ニ シテ、既 二 ぐいまつ ト共 二上暦部 ヲ形成 シテ居 ル(第21圖)。 第5號 地 ハえぞまつ、 と どまっ・

多 ク侵入 シ、一度 ビ林 内二入 ツテ観 察 ス レバ、早晩 えぞ まつ、 と どまつ ニョツ テ優 占セ ラ レルカ ノ

如 キ感 ヲ抱 カ シメル コ トガ アル(第23圖)o

 や ちぽ うす優勢 圖 ニアツテハー般 二林下・・漫潤 ニ シテ比較的疎開 シ、地床 植物 ノ例 二見 ル如 ク購
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 第 10表

             各調査地内二於 ケル樹種別直樫階本c表
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      各調査地面積20×20m2 調 査木L3 m以 上  昭和7年8月 調査
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陽 セル草原地 二生育 スル種類 ヲ含 ミ、殊 二けや まはんの き、 しらかんば ノ侵入 ヲ見 ル。耕 慶第1號

地 ハ ぐい まつ大木 ノ根元 ヨ リえぞ まつ立 チ既 二 ぐい まつ ト共 二上暦部 ヲ形成 セルモ ノガ アル。然 ル

ニと どまつ ハ比較的少 ク、 けや まはんのき・・灌木状 ト畠ナヅテ 林内 二混 入 シテ居 ノL(第25國 及 第26

圖)。第2號 地 二於 テノ・え ぞまつ、 と どまつ ハ殆 ン ド見 ラレズ、 しらかんば ヲ混 ジテ狸 特 ナル林相 ヲ

出現 シテ居 ル(第27圖)。 第3號 地 ・・えぞ まつ、 と どまつ ノ侵入 ハ殆(ブ)ンド見 ラレズけや まはんの き・・

灌 木欺 トナツテ混溝 シ前2者 ト稽 々異 ルモ ノガ アノt(第29圖)。

 更 二叙 上 ノ「クオ ドラー ト」調査 ノ結果 ヨリL3m以 上 ノ林木暦 二就 テ樹種別 直径階本J配 ヲ示

セバ第10表 ノ如 クデ アル。本表 ノ示 ス塵 ハ調査面積 少キタ メニー般 二適用 スル コ ト不可能 ナ リ ト錐

モ此 レヲ以 テ大髄 傾向 ヲ窺 ヒ知 ル コ トガ出來 ル。ほろむ いつ つ じ及 いそつつ じ優 q内 ニ アツテへ

ぐい まつハ綾 性形 勾呈 シー般 二径 級 ・・小 ニ シテ、 えぞ まつ、 と どまつ ノ侵 入 ハ殆 ン ド見 ラレナイ。

み つ ばせ う及 や まど りぜん まい優勢 匪 ニ アツテ・・、 ぐい まつ 二於 テモ相當大 ナルノヲ登見 シ、えぞ

まつ ノ侵入 ガ xfe著 トナツテ來 ル。殊 二や ま どりぜ ん まい優勢 匠 ニアツテハみつ ばせ う優勢Iq二

比 較 ス レバ ぐい まつ ハ稽 々大 ナル モノガア リ、 えぞ まつ 二於 テハ比較 的大径 級 ノモノヲ含 ミ、 一見

えぞ まつ、 と どまつ、 ぐい まつ ノ混 清林 ナル カノ如 キ感 ヲ深 カラ シメテ居 ル。えぞ くろ うす ご優勢

幅 ハ ぐいまつ大経級 ノモ ノ最 モ多 ク、えぞ まつ ノ侵 入前者 ヨリモ更 二大 トナ リ.と どまつ ノ小経級

ノモ ノガ多 ク目撃 セラ レル。や ちほ うす優勢Cニ アツテハ ぐい まつ ハ大経級 二富 ミえぞ まつ ノ侵入

多 少見 ラレルh モと どまつハ極 メテ少 イ。

 4.地 床 植 物 ト稚 樹 トノ關 係

 本 項 二取扱 フ稚樹 ト樗 スルモノ・・1.3m以 下 ノモ ノヲ蓋 ク含 メ タモ ノデアツテ、先 ヅ其 ノ生育配

置 ノ駄態 ヲ知 ル タメニ「クオ ドラー ト」調査 ニ ヨツテ詳細圖 上二示 ス コ トトシタ。

 之 等 ノ調査 ニ ヨレバ各優 qニ ハ地床植物 二多少 ノ遙庭 アル ト共 二、稚樹 ノ生育配置 ノ欺態 ニモ

差 違 ノ鮎 ガ認 メ ラレル ノデ アノレ。然 ルニ稚樹 二於 テハ地床植物 ノ ミヲ以 テ論 ズル コ トヲ得 ズ、嚢芽

床 ト共 二林 木暦 即 チ母樹 ノ役 ヲツ トムル ぐい まつ、え ぞまつ、 と どまつ ノ生 育配置 ノ献態 ト密接 ナ

ル 關係 ヲ有 スル コ トハ論 ヲ侯 タナイ。次 二各優勢匠 内 ノ調査地 二就 テ樹 種別稚樹 ノ本藪配分 ヲ表示

ス レバ第11表 ノ如 クデ アル。
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 第ll表       各調査地内二於 ケル稚樹本藪

             1.3m以下ノ毛ノヲ調査ス  昭和7年8月 調査

 ほろむいつつ じ優 pニ アツテハー般二ぐいまつノ稚樹多ク、えぞまつ、とどまつ ノ稚樹 ノ登見

サ レルコトハ比較的少 イ。林下ハみつ ごけノ生長旺盛 二リ テぐいまつ ノ稚樹ハみつ ごけ上 ヲ獲芽床

トシテ第2圖 二示ス如 ク全面二亙 ツテ散生 シテ居ルJ然 ルニ之等稚樹ニハ、成木スルモノハ稀ニシ

テ種 々ノ原因 デ禰失スルモノガ多 イ。師 チみつごけノ生長旺盛 ナルタメぐ妊まつ群樹 ノ根元 ヲ歴迫

,シテ途 二生 長不可能 二陪 ラシムルコ ト・・稚樹漕失 ノ重要 ナル原 因デ アル。Walter氏 ニ ヨ レバ高位泥

炭 地(Hochmoor)二 於 テノ・灌木類 ノ・、みつ ごけ ノ生長 旺盛 ナルタメニ董部 ノ・漸次 下方 ヨリみつ ごけ

二埋浸 セ ラレ、地上部 ハ常 二c糎 二止 リ、根系 ハ直根 ノ先端 ヨ リ枯死 シ、更 二上暦部 二不 定根 ヲ出

シテ生長 ヲ縫績 スルモ ノア リト云 フ。殊 二た うひ(Fichte)・ ・此 ノ性質 ヲ有 シ、かば・・幹 ガ25-30cm
'                                                             (1)

没 セ ラ レ ル トキ ハ 枯 死 二 至 リ、 まつ(Kiefer)ハ30-40cmニ シ テ枯 死 ス ル ト云 ノ・レ テ 居 ル 。 ぐ い まつ

(1) H."ralter: Einfuhrnng in die nligemeine Pflanaengeographie Deutschlands. S.810.
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ニ ア ツテハ50-6Ccmみ つ ごけ中 二浸 セラ レルコ ト屡 々登見 サ レルモf嚇徐命 ヲ保 ツテ居 ル
。斯 ノ如

クみつ ごけノタメニ歴 迫 セラ レタルぐい まつ ハ最早成木xル コ トハ不可能 デ アル。本優勢 匠内 ニァ

ツテ偶 々えぞ まつ ノ稚樹 ガ群献 二集團 セル コ トヲ 目撃 スルモ、之等 ハ多 クぐいまつ ノ根元 ノ梢盛 リ

上 ツタ部分 二生育 スル モノデアル。何 レモみつ ごけヲ登芽床 トセル モノデ アツテ生育條件 ノ不利 ナ

ル タメニ成木 スルモノ ア レドモm形 ヲ呈 スルニ過 ギナイ。 えぞ まつ、 と どまつ ニ アツテハ上記 ノ

ぐい まつ ノ如 ク樹幹 ガみつ ごけニ ヨツテ埋浸 セラレル ト蹉 モ、爾良 ク生長 ヲ樫績 スルモ ノ・・未 グ登

見 シ得 ナ イ トコロデ アル。いそつつ じ優 勢圖 ニ アツテハい そつつ じノ繁茂 相當大 ナル タメニ稚樹 ハ

前者 二比 シテ著 シク少 クえ ぞまつ、 とどまつ ノ本 数 ヲ僅 カニ堆 加 スルノ ミデアル。然 ルニ本rin 二

於 テモほろむいつ つ じ優勢 匠 ト同様 二みつ ごけ ノ生長旺盛 ニシテ、 えぞまつ、 と どまつ ノ獲芽 床 ト

シテハ極 メテ不適 當 ナル状態 ニアル。而 モ散鮎 スル ぐい まつ ノ稚樹 卜難 モ旺盛 ナル生長 ヲ纏績 スル

モ ノ トノ・思 ハ レナイノデアル。要 スル ニ高位泥炭地型 ノ要素 ヲ含 ム優勢匠 ニ アツテハ林 内ハ比較的

疎 開 シテ陽 光 ノ投射多 ク灌木暦繁茂 ノ程度 ハ各所 ニ ヨツテ差違 アルモー般 二 ぐい まつ ノ稚苗 多轍登

見 セラレル。然 ル ニ本地域 ハみつ ごけ ノ生長旺盛 ナル タメ折 角 ノ稚苗 モ漕失 二至 ルモ ノ多 久 成木

スノしモ ノノ・極 メテ少歎 二過 ギナ イ。 えぞまつ、 と どまつ ノ稚樹 ハ少撒登見 セラレル ノ ミニ シテ、多

クノ・ぐい まつ ノ根元 ノ隆起部 ヲ選 ンデ僅 カニ生育 スルニ止 リ、偶h生 長 ヲ纏綾 スルモ ノアルモ楼 小

トナツテぐい まつ ノ樹冠 下 二被塵 ノ駄 態 二置 カ レルノガ通例 デ アル。

 みつ ばせ う優 勢匝 ニアツテ・・林 下ハ漁潤 ノ度 大 ニシテ前者 トハ其 ノ歌態 ヲ異 ニスル モ、 依然 みつ

ごけ ノ生長旺盛 ニシテ上 方疎 開 シテ陽 光 ノ射 入 ノ充分 ナルhキ ハ ぐい まつ ノ稚樹 多Iy 1. スル コ ト

ガ アル。即 チ熊 之澤第2號 地 ・・上例 二屑 スベ キモノデ、調査地20米 卒方 内二於 テ1,487本 ノ稚樹 ヲ

歎 へ、其 ノ内1,366本 ハ ぐいまつ ノ稚樹 ヲ以 テ占 メラ レテ居 ル。尚倒木上 二就 テ見ルモ(第10圖)稚

樹 ノ獲 生多 ク107本 ヲ敷 フルモ其 ノ内104本 ハ ぐい まつ デアル。然 ルニ第1號 地 ニアツテハ」二暦 ノ

欝 閉稽密 ナル タメニ前者i・ シク異 ルモノガ アJレ。稚樹 絡敷503本 ヲ数 へ、え ぞまつ最 モ多ク、 ぐ

い まつ之v二 次 イデと どまつ ハ 僅力r二39本 二過 ギナイっ 之等 えぞまつ、 と どまつ ノ稚樹 ハ ぐい ま

つ 大木 ノ根 元 ヲ中心rシ テ稻盛 リ上 ツタ部 分 ヲ選 ビ第8圖 二見 ル如 ク何 レモ ぐいまつ大木 ノ根元 ヲ

中心 二集團歌 二分布 シテ居 ル。本 調査地 二於 テノ・倒木少 ク、從 ヅテ ソノ上 二立 ツ稚樹 トシテモ僅 カ

ニ ぐい まつ2本 ・と どまつ1本 、 えぞ まつ15本 ヲ護見 スル ノミデ アル。

 や まどりぜ ん まい優 pPニ ア ツテへ や まどりぜ ん まい ノ純群落 ヲナシテえぞ くろ うす ごヲ殆 ン

ド混 入 セザル個所 トや まど りぜ ん まい ノ下 二多 少ノえ ぞ くろ うす ご、おほぼすの きヲ混 ズル個所 ト

ハ稚樹 登生 ノ歌態 ニモ異 ルモノガ アル。楠 山第8號 地 ハ前者 二属 スル例 デアツテ
、.調査地 内 二1個
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所 ノ ぐい まつ稚樹 ガ群歌 二獲生 セル所 ヲ除 ケバ、一般 二稚樹 ハ散生 シテえぞ まつ、 と どまつ、 ぐい

まつ何 レモ少歎 デアルガ、概 シテ他 ノ調査地 ヨ リハ ぐい まつ ノ稚樹 多 シ ト云 フコ トガ出來 ル(第14

圓)。下楠第7號 地 ハ比較 的え ぞ くろ うす ごヲ含 ム地域 デアツテ、稚樹 二於 テハえぞまつ、 と どまつ

殊 二と どまつ ノ稚樹 ヲ堆 加 シ、次 二述 ベ ン トスルえぞ くろ うす ご優勢魑 二稽 類似 ノ歌態 ヲ呈 シテ居

ル。第6號 地 ニ アツテハ前爾者 ノ仲間 二存 スルモ ノデアツテ、 ぐい まつ ノ稚樹 ハ少歎 ≧止 ルモ多少

楠山第8號 地 二類似 セル観 ガ アル。調査地 内 二横 タハル倒木上 二就 テ見 ルニ各 医共 二えぞ まつ最 モ

多 ク、 と どまつ ハ比較 的少cデ アル。 ぐい まつ ノ稚樹 ノ・第6號 地 及第7號 地 ニァツテハ他 ノ何 レヨ

リモ少藪 デアルガ、楠 山第8號 地 二於 テノ ミハえ ぞまつ 、 とどまつ ノ何 レヨ リモ大ナル歎 ヲ示 シテ

居ル、次 二之等 ノ稚樹 ヲ下楠第7號 地及楠 山第8號 地 二於 テ10cm以 下、10-50cm.50-130cm/

3階 級 二分類 シテ調査 スル ニ次 表 ノ如 キ結果 ガ得 ラレダノデアル。

 本 表 ニ ョツテ見 ルニ稚樹h セ ラルルモノ ノ殆 ン ド大牛ハ10m以 下 ノ階級 二罵 スベ キモノニ シ

テ50-130㎝ ノ高 サニ達 スルモ ノハ極 メテ少数 デアル。'更 二樹種 毎上観察 スルニえ ぞまつハ浦 失

ノ歩合比較 的少 久 ぐい まつ ハ滑失 ノ度最 モ大 デ アツテ、.と どまつ ハ 之等 ノ中間 ノ償 ヲ示 シテ居

ル。斯 ノ如 キ天然林下 ノ現象 ガー度 ビ上木 伐探 ニ ヨツテ環暁條 件二激愛 ヲ起 サ レタ場A 如 何 ナル

憂化 ヲ起 スカ、郎 チ特 二10cm以 下 ノ稚樹 ノ清長 二如何 ナル愛化 ガ持 タ ラサ レルヵr云 フコhハ 興

味 アル問題 デアル。要 スル ニや まどりぜ ん まい優 勢医ハみつばせ う優勢匝 二比 スレバ稚樹 ノmヲ

減 少 シ、特 二 ぐいまつ稚樹 二於 テ其 ノ度最 モ大 デ アル。地 上 ニハ稽 と どまつ ノ稚樹 ヲ堆 加 シ、本 項

二示 シタル3個 所 ノ調査結果 ニヨ レバえぞまつ ノ総 薮 ヨリモ大 ナル債 ヲ示%T居 ル
。帥 チ稚樹畿生

!歌 態 ハ次 二述 べ ンrス ルえぞ くろ うす ご優勢匪 二漸次 近似 セル傾向 ガ認 メ ラレルノデァル。

 え ぞ くろ うす ご優勢匿 ハえぞ まつ、 と どまつ ノ稚樹 ヲ堆 シ、夫 レニ反 シテ ぐいまつ ノ稚 樹 ハ盆 々

減 少スル ノガ通 例 デ アル。楠 山第1號 地 ニ アツ テハ 稚樹 ノ敷最 モ少 久 地上 二於 テハ僅 カニ63本

ニ シテ倒木 上 ノ稚樹 ハ116本 ヲ算 シ却 ツテ地 上 ヨ リモ多歎襲見 セラレテ居 ル(第 】6圖)。 第2號 地 ニ

アツテ モ稚樹 ハ散黙 スル程度 デ(第18圖)倒 木 ,地 上共 二えぞ まつ、 と どまつ ノ稚樹 多 ク、 ぐいまつ
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イ、極 メテ少藪 デ アル。第3號 地 ハ稚 樹 ノ本C最 モ多 ク、地 上695本 、倒 木上 二4'28本 ヲ示 シ、其 ノ

分布歌態 ハ第20圖 二示 ス如 クデアル。本調査 地 二於 テハ倒 木上、地 上共 二えぞまつ、 ぐいまつ、と

どまつ ノ順 二本歎 ヲ減 少 シテ居 ル。第4號 地及 第5號 地 ハ何 レモと どまつ ハえぞ まつ ヨ リモ優 勢二

現 ノ・レ、 ぐい まつ稚樹最 モ少敷 ニ シテ且 ツ倒木 二於 テモ同様 ナル現象 ガ認 メ ラレル(第22圃)G一 般

二中間泥炭地型 ノ要素 ヲ含 ムや ま どりぜ ん まい及 えぞ くろ うす ご優勢i蔽ハえぞ まつ、 と どまつ ノ稚

樹 ヲ塘 加 シテぐい まつ ノ稚樹 ヲ減 少 スル。殊 二えぞ くろ うす ご優勢 匹中 ノ楠 山第2、 第a、 第5號 地

ハ地 上、倒木何 レモと どまつ ハえぞ まつ ヨ リモ優勢 二出現 シテ居 ル。各調査地 二就 テハえぞ まつ、

と どまつ、 ぐい まつ ノ混渚本数 ノ順位 ハ地上 卜倒木 ト・・相一致 シタ歎 ヲ示 シテ居 ル。

 や ちほ うす優勢匿 ニアツテ・・稚樹 ノ.. メ テ少 ク、調査地20×20rn2内 二於 テモ稀 二獲見 サ レ

ル ニ止 ル。魏慶 第1號 地ハ稚樹稽 々多 シ ト難 モ 其 ノ全歎 ノ・47本 ヲ歎 フル ニ止 リ.第2號 地及第3

號 地 ハ更 二稚樹 ノ本cヲ 減 少 スル コ トトナル。次 二樹種 別 二就 テ見 ルナ7バ 、 えぞ まつ最 モ多 久

ぐい まつ 、 とどまつ ノ順 位 ヲ以 テ減 少 シテ居 ル。 郎 チ低位泥 炭地型 要素 ヲ含 ム個所 ニアツテ・・稚樹

r スベ キモノハ唖 メテ少 久 倒木 上或 ハ ぐい まつ大木 ノ根元3ζ ハや ちぽ うす ノ根株 上 二護生 スル

モ ノ多 ク、其 ノ登芽床 ハ極 メテ局限 セ ラレテ居 ル。

 5.地 床 植 物 ト泥 炭 層

 既 述 セル慮 ヲ以 テ地床植物 トぐい まつ林 相 トハ密接 ナル關係 ヲ有 スルコ トガ明 カ トナツタ。然 ル

ニ本地方 二於 ケル ぐい まつ 林 ノ殆 ンド絡 テハ卑漁 ナル泥炭地 二存 スルヲ以 テ、泥炭層 ト密 接 ナル關

係 ニアル コ トハ論 ヲ倹 タナイ慮 デアル。一般 二ぐいまつ林 下二見 ラレル泥炭 暦 卜難 モ各 立地 ノ異 ル

h共 二構成物質並 二堆 積歌態 二於 テ差蓮 ノ鮎 ガ認 メラ レテ居 ル。然 ルニ之等 ノ相蓮貼 ヲ明確 ニ セン

ガ タメニハ化學的分析 卜顯微鏡的研究 ヲ侯 タナケ レバ ナ ラナイ。

 本 項 ニハ泥炭 賢 ノ厚 サ ヲ知 ル ヲ主要 ナル目的 トシテ、其 ノ内部 ノ構造 ハ肉眼 ニ ヨツテ識 別 シ得 ラ

ーレル程度 ヲ基 準 トシテ分類 シタ ノデ アル
。此 ノ内分解 ノ度比較的進 ミ既 二内部 ノ構造物質 ノ識 別不

可 能 トナルモ ノニ アツテハ、赤褐色 ヲ呈 スルモ ノ ト黒 褐 色ヲ呈 スルモ ノrノ 爾者 二分類 シタノデ ア

ル。 之等 ノ赤 褐色泥炭 及黒褐 色 ノ泥炭 中二於テモみつ ごけ泥炭 卜見徹 スベキ モノアル モ.之 レ・・顯

微鏡 的識 別 二倹 タナケ レバナ ラナィ慮 デ アルカ ラ、藪 ニハ現在 肉眼 ヲ以 テ明 カニみつ ごけ泥炭 卜識

別 シ露 ラレルモノノ ミヲ取 ツテ庭別 スルコhト シタ。本調 査 ニ ヨツテ見 ルナ ラバ各優 勢嘔 二就 テノ・

蓋 ク泥炭 ノ構 造及其 ノ暦厚 二差違 ノ鮎 ガ認 メ ラレル慮 デアヅテ、先 ヅ泥炭 層厚 二就 テ調査 ノ結果 ヲ

示 セバX12表 ノ如 クデ アル、之 レニヨツテ見 レバ高位泥 炭地 型 ノ要素及低位泥炭地 型 ノ要素 ヲ含 ム

個所 ニアツテハ泥 炭暦 ハ比較 的深 ク、ほろむいつつ じ優C二 於 テ最高 ヲ示 シテ居 ル。然 ルニ地床
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瀬 物 ナリ、 ぐい まつ林相ハ斯 ノ如キ泥炭暦 ノ深サノミニヨツテ支配サレルモノニハアラズ、更二内

RI+ノ構造歌態及 ビ周園 ノ條件≧ヨツテモ攣化 ガ認メラレルノデアル。

  第12表       泥 炭 層 ノ 厚 サ

  

                  昭和7年8月 調査

 次 二者優勢C二 就 テ見 ルナ ラバ、ほ ろむ いつつ じ優勢 匿ニ アツテハ、第1圖 二於 テ示 ス如 ク泥炭

居 極 メテ厚 ク卒均367cm二 達 シ、殊 二上居部 ハ120cm 1%1上、 みつ ごけ泥 炭 ナル ヲ トガ明 力子識別

シ得 ラレ.現 在爾みつ ごけ ノ生長 ハ旺盛 デアル。此 ノ泥炭層 中 二4個 所 二亙 ツテ薄 イ粘土 暦 ガ介 在

シテ居 ル コ トノ・注 意 ヲ要 スル鮎 デアツテ、斯 ノ如 キ粘 土暦 ハ過去 二於 テ汎濫 ノタメニ沈澱 セル コ ト

ヲ示 シ、本泥炭 地研究上 興味 アル現象 デ アル。之等 ハ何 レモ洪積期以後 二雨期 ノ存 シタコ トヲ暗 示

スルモノデアルガ、詳細 ナル研究 ハ後 日二譲 ラナケ レバナ ラナ イ。要 スルニ本地域 ハ泥炭暦 ノ厚 サ

噛

最 モ深 久 第1圖 二見 ル如 ク過 去幾愛遷 ノ後 二現 在 ノ如 キみつ ごけ ノ生長旺盛 ナル泥炭暦 ヲ形成 ス

ルニ至 ツタモノデ アル。 いそつつ じ優 勢匿 ニ アツテノ・泥 炭暦 ハ李均199cmヲ 示 シ
、前者 ヨ リ薄 ク且

ツ明瞭 二識 別 シ得 ラルベ キみつ ごけ泥炭暦 ハ李均62cm二 過 ギナィ。然ル ニ地表面ハみつ ごけノ生

長 旺盛 デアツテ.爾 粘 土暦 ノ途 中 二介在 スル コ トモ蘭者 ト同様 デ アル。みつ ばせ う優勢 匠 ニアツテ
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ハ 表暦 ノみつ ごけ泥炭居 ノ、極 メテ薄 ク且 ツ熊 之澤第1號 地 ハ李均67cmヲ 示 シテ著 シク厚 サヲ減少

シ前優勢 医 ト比 ス レバ差蓮 ガ顯著 デ アル。第2號 地 ハ李均156cmヲ 示 シテ稽 々深 ク、途 中 二1,2

個 所 ノ粘土暦 ノ介在 シテ居 ル コ トハ、ほ ろむ いつ つ じ及 い そつつ じ優勢 臨 二相似 スル モ、表暦 ノみ

つ ごけ泥炭暦 ハ李均10Cm二 過 ギナイ。や まどりぜん まい優勢 医 ニアツテノ・泥炭暦 ハ比較 的淺 ク、

泥炭 ノ分解度非常 二進 ミ、下楠 第6號 地 ノ例 二見 ル如 ク全 ク黒 亀 ヲ呈 シテ原形 ヲ止 メザル モノガァr

ル。倫本 地域 モ途 中 二薄 キ粘 土暦 ヲ介在 スルモノガ見 ラレル。 底盤 ヲナス粘 土暦 ハ熊 之澤 二於 ケル

例 卜異 リ前者 ハ青白色 ヲ呈 スル モ後者 ハ赤褐 色 ヲ呈 スル コ ト多 久 且 ツ頑 強 ナル盤暦 ヲ形成 スルコ

トガ アル(第11圖)。 楠 山第8號 地 ハ比較的泥炭 暦薄 キモ地形 ノ關係上 ぐい まつ ノ生長悪 ク今術みつ

ごけ ガ集團 的 二旺盛 ナル生長 ヲ ナセル所 ガ アル。第14圖 二見 ル如 ク過去 二於 テみつ ごけノS.」¥著 シ

キ跡 ガ窺 バ レル。 えぞ くろ うす ご優勢匠 ニ アツテハー般 二泥炭居 ノ・薄 ク、往 々底盤 ヲナス。粘土暦

ガ頑強 ナル盤暦 ヲ形 式 スル コ トノ・、や まど りぜん まい優勢匠 ト異 ル慮 ハナ イ。楠 山第1號 地 ・・多少

低位泥炭地 型 ノ要素 ヲ含 ミ、泥炭 暦モ第15圖 二於 テ示 ス如 ク他 ノ場合 ト異 ルモノガ アノし。L`'1チ表 暦

ハ薄 キみつ ごけ泥炭暦 ガ認 メラ レ、粘土贋 ハ局部 的 二盤居 ヲ形成 スル モ大部 分泥炭暦 ノードニ泥土歌

ノ暦 ヲ有 シテ居 ル。第2號 地バー般 二泥炭暦 ハ極 メテ薄 ク、分解 不良 ナル腐植物質堆積 シ、局部 ニー

みつ ごけ集 團 シテみつ ごけ泥炭 ヲ形成 セル慮 ガアル(第17圖)。 第3號 地 ハ泥炭暦稻 々深 クード唐部・・

分解 ノ度進 ミ黒色 ヲ呈 シテ途 中 二粘 土居 ガ認 メラ レ、表 暦ハみつ ごけ ノ生 長旺盛 デアル。第4號 地、

及第5號 地 モ泥炭暦 ハ極 メテ薄 ク、 前者 ハ李均39cmニ シ テ殆 ン ド総 テ粗腐 植物質 ノ堆積 ヨ リ成

リ、後者 ・・李均 約49cmヲ 示 シ、 下暦 ハ分解 ノ度 大イニ進 ミタル 黒 色泥炭 ニ シテ、上T部 ・・腐植

物 質 ノ堆積 セル歌 ヲ呈 シテ居 ル。 や ちぽ うす優 勢nバ ー般 二えぞ くろ うす ご優勢医 二比 ス レバ泥炭

眉 ・・著 シク厚 久 李均第1號 地 ・・106・m,第2號 地 ・・107・m,第3號 地・・111cmヲ 示 シテ居 ル。本

地域 ハ耕慶澤及 ビ熊之澤 ノ合流鮎 附近 ヲ占 ムル ヲ以 テ屡 渇汎濫 ノ影響 ヲ蒙 リ髄タルモノノ如 ク、1)

暦 ノ途 中二第1號 地及第2號 地 ・・3回 、第3號 地 ハ4回 ノ薄 キ粘 土暦 ヲ介 在 シ、爾泥炭 ノ構成物質

二就 テハ、他 ノ優勢 匝 二於 クル モ ノ トハ梢 々異 ルモ ノガ アツテ、最下部 ニハ薦泥炭 ガ多少識 別セラ

レテ居ル。 途 中二介 在 スル沼澤 林泥炭(Bruchwaldtorf)二 就 テ見 レバ、上 記 ノ優 F二 於 テノ、樹木

ノ枯枝、根 株等 ノ間 ヲ 墳充 スルモ ノノ・みつ ごけ及 すけ 類 等 ノ混 ジタル場合 ガ 多 ク畿 見 セラ レタル

モ、本地域 ノモ ノニ アツテハ、落 葉、枯 枝、根株等 ノ間 ハ沙草科或 ハ禾本科類 ノ根 株 ニ ヨツテ填 充

サ レル コ トガ多 イ。 筒地 下水 ハ泥 炭地 上面 二盗 レ極 メテ漁潤 デ アル。

 6.地 床 植 物 ト ぐい まっ ノ生 長

 地 床植物rぐ いまつ林相rハ 密接 ナル關係 ガアルr共 二叉地床植物 トぐい まつ生長rノ 間 ニモ或
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糊 係 ガ存 シテ居 ル。 第13表 二示 ス如 ク直径10cm以 上 ノ ぐい まつ 二就 テ各調査 地別 ノ樹 高表 ヲ見 ル

ナ ラバ先 ヅ高位泥炭地型 ノ要素 ヲ含 ムほろむいつつ じ及 いそつつ じ優 勢歴ハ著 シク樹高 小 ニ シテ、

前者・・7--8mヲ 最 高 トシ、後者 ・・15-16mヲ 最 高 トシテ居 ル。みつばせ う優 Pノ・前PP二 比 ス レ

バ樹高 大 ニシテ21-22mヲ 以 テ最高 トシテ居 ル。や ま どりぜん まい及 えぞ くろ うすご優勢 匪ハ卑 二

樹高 ヲ喰 シ、殊 二えぞ くろ うす ご優勢pP二 於 テ樹高最 大 ナルモノヲ登見 スル ノデアノヒ。 や ちぽ うす

優勢匝 ニアツテ・・樹高 ・・みつ ばせ う優勢 匿及や まどりぜ ん まい優勢Aト 同 ジ程 度 ヲ示 シ25-26mヲ

以 テ最高 トシテ居 ル。更 二胸 高直径 二就 テ見 ルナ ラバ第3項 二於 テ述 ベタル如 久 樹 高 二於 ケル現

象 ト全ク同檬 ナル結果 ガ見 ラレル ノデ アル。(第11表 参 照)

 吹 二上記各調査地 ヲ中心 トシ、 ぐいまつ10cm以 上(胸 高 直樫)ノ モ ノニ就 テ生長錐 ヲ用 ヒ、胸高

二於 ケ ル最近3cm間 ノ生長駄 態 ヲ調査 シタノデ アル(第14表)。 其 ノ結果 ニ ヨ レバ最 モ多 ク年輪 ヲ敷

フルハ、ほろむいつ つ じ及 い そつつ じ優勢匠 ニ シテえぞ くろ うす ご優勢匠 二於 テ最 モ其 ノ撒 少 クみ

つ ばせ う優勢随、や ま どりぜ ん まい優勢医及や ちぽ うす優勢 匿ノ・此 ノ中間 ノ値 テ示 シテ居 ル。即 チ

最近3cm間 二於 テ・・ほろむいつつ じ及 いをつつ じ優勢,Yガ 生 長最 モ悪 久 えぞ くろ うす ご優勢医 ハ

生 長最 モ良好 ニ シテ、や ま どりぜ ん まい優勢qq此 レニ次 ギ、 みつ ばせ う優勢 嘔ハ前記高位泥炭地型

ノ各優勢廣 二比 ス レバ梢 生長良好 デ アル。調査木 ノ少 キタメニ全般 二適用 スル コ トヲ得 ザルモ、各

優勢L・蓬二於 ケル大略 ノ傾 向 ヲ知 ル コ トガ出來 ル ノデアル。斯 ノ如 キ現象 ハ最近1cm、2cm,3cm/

3階 段 二分類 スル トモ依然 同様 ノ傾向ヲ認 メル コ トガ出來 ル(第14表)。 更 二全膿 二就 テ見 ル ナラバ

各r`_u'?トモ最 近 二至 ル程生長状 態不良 トナ)レ結果 ガ認 メ ラレル。

 泥 炭 暦 ノ深 サ ト生 長 ノ關係 二就 イテ見 ルナ ラバ、 ほろむいつつ じ及 いそつつ じ優勢PAノ 如 ク泥炭

層 最 モ深 キ個所ハ ぐい まつ ノ生長最 モ悪 ク、 えぞ くろ うす ご優 Pノ 如 ク泥炭 暦淺 ク且 ツ分解 ノ度

進 メル個 所ニ アツテハ ぐい まつ ノ生長最 モ良好 デアル。 みつ ばせ う及 やちほ うす優勢匠 ノ如 ク泥炭

暦 二於 テモ其 ノ中間 ニ アル モノニ就 テハ、 ぐい まつ ノ生 長 モ依然 中庸 ノ値 ヲ示 シテ居ル。何 レモ泥

炭 暦厚 及 内部 ノ構造状態 ハ ぐい まつ ノ生長 ト密接 ナル關係 アル コ トガ知 ラレル。

 要 スル ニ樹高 、胸高 直径 及最近3cm間 ノ年輪歎 ノ3者 ヨ リ見 ルニ高位泥炭地型要素 ヲ含 ムほろむ9

いつつ じ及 いそつ つ じ優勢 医 ニ アツテハ生長最 モ悪 ク、 えぞ くろ うす ご優 勢匠及や ま どりぜん まい

優勢擁 ニアツテハ其 ノ生長良好 ニ シテみつ ばせ う及や ちぽ うす優勢 旺ニ アツテハ前2者 ノ中間 ノ結

果 ヲ示 シテ居ル。
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第 13表

      ぐいまつ樹高階別本数表

         (胸高直裡10㎝ 以上ノモノ) 20×20m2

  

 
 
 

、

 

 

 

 

15-16           1    2    5         1    1    2    1                   1

17-18                3    4    i         8    2    3               1    2    ヱ    1

19-20                  1     1    1     i     1    3    2          1     i    1    2     6

21-22                 1         5    5   '     4    1    5    4         2          7

23-24                             3     5                2     1    2                6     ε

25-26                                    2                 1           8                 1

27-28        .                                          1    2

29-30     1   1   1   1          1   1   1  2
    1 '

31-32       1

合 糊132412251111412161111・14261・119

       昭和7年8月 調査
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第 14表

     ぐいまつノ最近3c皿 間二於ケル年輪歎

      昭和7年9月 調査



弗

              IV・ ぐ い ま つ 群 叢 ノ 類 別

 既 述 セル慮 ヲ以 テ、 ぐい まつ林相r地 床植物h・ ・密接 ナル關係 ニアノしコ トヲ知 ル コ トガ出來 タノ

デアル。邸 チ地床植物 二就 テ優 占種 ヲ異 ニスル ト共 三 ぐい まつ林相 二差違 ノ鮎 ガ認 メ ラレ更 二林下

ノ稚 樹 ぐい まつ ノ生長歌態 ヨリ泥 炭暦 二至ル マデ蓋 ク異 ルモ ガノアル。本項 二・・斯 ノ如 キ ぐいまっ

林 ハ群落生態學上 ヨ リ見 ルナラバ如何 二類 別 サルベ キモノデ アル カヲ述 ベ ン トスルモノデアル。

 第II項 及 第 皿 項 二細詳 二述ベ タル如 久 本地方 二於 ナル ぐい まつ林 ノ多 クハ所 謂泥炭 地針葉樹

林 ニ シテ僅 カエ砂丘上或 ハ山地其 ノ他岩石上 二登 見 サ レルニ過 ギナイモノデアル。p●u二針 葉樹 林 ト

云 フモー般 二見 ラレルえ ぞまつ 、 と どまつ林 トハ著 シク外 園條 件並 二相観 ヲ異 ニセル ヲ以 テ、先 ヅ

ー ツノ群 系(Formatξon)ナ ル大群落An
1位 ニ ヨ リ絡括 スルコ トガ出來 ル ノデアル。更 二詳細 二見 ルナ

ラバ、 ぐい まつ林r モ ぐいまつ ノ純林或 ハ ぐい まつ 、えぞまつ、とどまつ ノ混 清林或ハ ぐい まつ 、

し らかんば及 ぐい まつ、 けや まは んの きノ混渚林 ガ存 在 シテ地床植物 二就 テモ夫 々 二向 ツ /i',違 ノ

鮎 ガ認 メラ レル コ トハ第III項 二述 べタ塵 デ アル。調査 ノ結果 二基 ケバ最}暦 ノ優勢 種 ノ・疑 ヒモナ

ク ぐい まつ ソノモ ノデ アツテ、地 床植物中 ノ優 勢種 卜認 メ ラルベキモ ノハ、 ほろむ いつつ じ、 いそ

つつ じ、みつ ばせ う、や ま どりぜ ん まい、え ぞ くろ うす ご、や ちほづ す ノ6種 デ アル。而 シテ之等

優勢種 ノ占領 スルC域 ハ外園條件 邸 チ土壌條 件 ヲ多少異 ニ スルモノガ アツテ、何 レモ其 ノ上 二成立

スル林木暦 トノ・密接 ナル關係 ニアル コrノ ・既述 ノ如 クデ アル。薙 二於 テ上記 ぐい まつ林 ヲ次 ノ如 キ

各群叢 二大別 スル コhガ 出來 ル6

 (1) ぐい まつ、ほ ろむ いつつ じ群叢

 (2) ぐい まつ、い そつつ じ群叢

 (3)ぐ い まつ、みつ ばせ う群叢

 (4) ぐい まつ、や まどりぜ ん まい群叢

 (5) ぐい まつ、え ぞ くろ うす ご群叢

 (6) ぐい まつ、や ちほ・うす群叢

 之等 各群叢 二就 テ詳細 ナル観察 ヲ投ズル際 ニハ、夫 々二就 テ局部的 二相 観 ノ相違 ヲ認 メル ノデア

ル。地床植物 中 ノ優勢種 ヲ以 テ代表 スル優勢 匠中 二於 テハ各代表 種 ノ随伴 スル特徴 植物 ノ出現 ノ程

度 ニ ョツテ局部 的相観 ヲ異 ニシテ居 ル。換言 ス レバ之等 ノ局部 的 二相 異ル相観 ヲ持 ツ各植生 ガ相集

ツテ、上記群叢 ヲ形 成 スルモ ノ ト考 フル コ トガ出來 ル ノデアル。帥 チ第III項 二示 シタル如 ク例 ヘ

バ えぞ くろ うす ご優勢 医 ハえぞ くろ うす ご、まひつ るさ うPq 、 え ぞ くろ うす ご、ごぜ んた ちばなna.
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えぞくろうすご、いはっつ じP、 えぞくろ うす ご、ふさすぎなpP、えぞくろ うすご、ほろむいいち

 fr;、えぞくろ うす ご、おほたかねななかまど匠、えぞ くろ うす`.ま るば しもつけC等 ノ各PRが

複雑二交錯集合 シテ成立セルモノデアル。斯 ノ如 キ各魑・・夫々個膿群叢(Association Individium)ト

見微 スベキモノデアル。前記調査 ノ結果二基 イテ主ナル個膿群叢 ヲ列記スレバ次 ノ如クデアル。

 1、 ぐいまつ、みつばせ う群叢

  (1) ぐいまつ、みつばせ う、 くろすけ個饅群叢

  (q) ぐいまつ、みつばせ う、わナこすけ個燈群叢

 2,ぐ いまつ、やまどりぜんまい群叢

  (1) ぐいまつ、やまどりぜんまい、ふ さすぎな個艦群叢

  (2) ぐいまつ、や まどりぜんまい、まひつ るさ う個艘群叢

  (3) ぐいまつ、や まどりぜんまい、ほろむいいちご個盟群叢

  (4) ぐいまつ、や まどりぜんまい、いはつつ じ個艦群叢

  (5) ぐいまつ、やまどりぜんまい、 うますぎごけ個盟群叢

  (6) ぐいまつ、や まどりぜんまい、となかいさ う個髄群叢

  (7) ぐいまつ、や まどりぜんまい、えぞくろ うすご、おほばすのき個匿群叢

  (8)ぐ い まつ、や まどりぜんまい、えぞくろ うすご、まひつるさう個膿群叢

  (9) ぐいまつ、や まどりぜんまい、えぞくろ うすご、ほろむいいちご個腿群叢

  (10)ぐ いまつ、や まどりぜんまい、えぞ くろ うすご、となかいさう個艦群叢

  (ll)ぐ いまつ、や まどりぜんまい、えぞくろ うす ご、ごぜんナこちばな個艘群叢

  (12)ぐ いまつ、や まどりぜんまい、えぞ くろ うすご、みつばわ うれん個膿群叢

 3,ぐ いまつ、えぞくろ うすご群叢

  (1) ぐいまつ、えぞ くろ うすご、まるば しもつけ個髄群叢

  (2) ぐいまつ、えぞ くろ うすご、おほたかねななかまど個鐙群叢

  (3) ぐいまつ、えぞ くろ うすご、ほろむいいちコ個腿群叢

  (4) ぐいまつ、えぞくろ うす`.と なかいさう個膣群叢

  (5) ぐいまつ、えぞくろ うすご、ふさすぎな個膿群叢

  (6) ぐいまつ、えぞくろ うす ご、まひつ るさう個膣群叢

  (7) ぐいまつ、えぞくろ うすご、いはつつ じ個饅群叢

  (8) ぐいまつ.え ぞ くろ うすご、みつばわ うれん個罷肘叢
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 4,ぐ いまつ、やちほ う.す群叢

   (1) ぐいまつ、やちほう す、つまとりさう個膿群叢

   (2) ぐいまつ、や ちぽ うす、ちしまいちご個艦群叢

   (3) ぐいまつ、やちほ うす、ほざき しもつけ個膿群叢

   (4) ぐいまつ、やちほ うす、おほばせんきゆ う個艦群叢

  (5) ぐいまつ、やちぽ うす、まひつ るさう個饅群叢

 叙上ノ個髄群叢 ノ夫k占 ムル面積 ハ大小種 々デアツテ局部的環境條件 ノ異ルニ随 ヒ iヒスルコh

ガ多イ。且 ツ之等 ノ個艦群叢ハ極 メテ錯雑 シテ居ル場合多キヲ場 テ往k外 面的ナ槻察 ノiフ 以 テハ

容易 二識別スルコ トガ困難 ナル場合ガアル。然ルニ北地 ノ特徴 トシテー般 二地床植物 ノ歌態ガ簡軍

ナル相観ヲ呈 シテ居ルコhハ 此 ノ種 ノ研究 上最モ便利 ナ虎 デアルc

 要 ス)レニ薙 二選 ンダ楠 山、下楠、熊之澤、辮慶澤 ノ4ケ 所ノぐいまつ林ハ6種 ノ群叢、更二多ク

ノ個罷群叢 二分類 スル ゴトガ出來ルノデアル。之等 ノ内ニテほろむいつつ じ及いそつつ じ群叢ハ高

位泥炭地型 ノ要素 ヲ含 ミ、本地方二於 ケル所謂「ツンドラ」上ノ植物要棄 ト相通ズルモノガアル。え

ぞ くろ うす ご及や まどりぜんまい群叢ニアツテハ、中間泥炭地 ノ要素 ヲ含ミ更二本地方二於 ケルぐ

い まつ林特有 ノ植物要素ヲ含ンデ、狸特ナル相観ヲ呈 シテ居ル。之等各群叢 ノ占領 スル面陵ハ廣挾

様 々デアルガー般二最モ大面積ヲ占領スルモノハえぞ くろ うすご及や まどりぜん まい群叢デアル。

 更二観察 ノ範園ヲ廣 メル場合、帥チ小野寺川流域 ヨリ北方幌内川流域二及 ブ場合ハ高位泥炭地型

ノモノトシテハ、ぐいまつ、ほそばいそつつ じ群叢、低位泥炭地型ノモノトシテハぐいまつ、いは

のが りやす群叢及 ぐいまつ、おになるこすけ群叢其ノ他砂地上二生育スル個所 モーツノ群叢ヲ形成

スルモノデアル。薙二述ベタル各群叢ハ吾人 ノasナル観察ニョツテモ大略判定 スルコ トガ出來ルモ

ノデアツテ、爾各個腿群叢二至ツテモ多クノ場合ハ観察ニヨツテ判別 シテモ大ナル誤 リヲ來タサナ

ィノデアル。帥チ本地方二於ケル ぐいまつ林ノ植生状態バー股 二軍調デアツテ此 ノ種 ノ分類ハ比較

的簡輩デアル。從ツテ叙 上ノ如キ群叢 ノ類別モ或程度 ノ客観性ヲ持 ッコトト思 フ。
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         V.ぐ い ま つ 群 叢 ト造 林 上 ノ取 扱 二就 テ

 前項 二述ベタルぐいまつ林 ノ類別ハ群落生態學上 ヨリ見テ植生 ノ軍位 ヲ取扱 ツタモノ,デ.動 モス

レバ造林上 ノ取 扱 二於 ケル軍位 トー致 シナイ場合 ガ アル。換言 ス レバ既述 ノ各 群叢 ノ占領面積及林

木層構劇 犬態 ハ種 々様 々デ アツテ1群 叢 ヲ以 テ施業軍位 トシテ取扱 ヒ得 ル場合 ト、 c個 ノ群叢 ヲ合

シ71Pn±P=1"位トシテ取扱 フ方 ガ更 二合理 的 ナル場 合 ガ存 スル ノデアル。伍 テ薙 二造林 上 ノ立場 ヨ リ見

テ次 ノ如 キ4種 ノ林型 二大 別 スル コ トガ出來ル。

   林 型1 ほ ろ むいつつ じ群叢及 いそつつ じ群叢

   林 型II み つ ばせ う群叢

   林 型III え ぞ くろ うす ご群叢及や まどりぜ ん まい群叢

   林 型IV や ちほ うす群叢

 先 ヅ熊之澤 ニ アル ぐい まつ、ほ ろむ いつつ じ群叢及 ビぐい まつ、 い そつつ じ群叢 二lha,ぐ い ま'

つ 、みつばせ う群叢 二 〇.25haノ 標 準地 ヲ設定 シ、楠 山 ぐい まつ林 ニアツテノ・ぐい まつ 、 えぞ くろ

うす ご群叢及 ぐい まつ、や ま どりぜん まい群叢 ヲ含 ム個所 二1ha、 辮 慶 ぐい まつ林 ニテ ぐい まつ 、

や ちぽ うす群叢 二1haノ 標 準地 ヲ設 定 シテ13m以 上 ノ林 木居 二就 テ構 成献 態 ヲ調査 シタ ノデ ア

ル。坦上 ノ結果 ヲ絡 合 シテ各 調査地 ラlha當 リニ換算 シテ直径 階配分 ノ駄態 ヲ示 セバX15表 ノ如 ク

デアノto

 第1林 型 ・・ほ ろむいつつ じ群叢及い そつつ じ群叢 ヲ代表 スルモ ノデアツテ、他型 二比 シテぐい ま

っ ノ本数 多 久 而 カテ0-5cmノ 径 級 ヲ有 スル モ ノガ最 多ヲ占メテー般 二小径 級 二属 ス ルモ ノガ多

イ。而 シテ rl級ヲ増 スr共 二本撒 ヲ漸 減 シテ最 大級 ハ30-35cm級 ノモ ノ1本 二過 ギズ、珂 レモ倭

性彰 ヲ呈 シテ生 長極 メテ 不良 ナル コrヲ 示 シテ居 ル。 え ぞまつ及 とどまつ ノ侵入 ハ少 ク、 僅 カ ニ

0-5cm級 二於 テえぞ まつ13本 、 と どまつ1本 ヲ登見 スルニ過 ギナイ。帥 チ本森林 ・・ぐい .まつ ノ純

林 トモ稽 スベ キモノデアル ガ、立木本Cノ 割合 二森 林ハ疎 開 シテ倭 性 ぐい 湊つ ノ疎 生 スル特種 ノ外

観 ヲ呈 シテ居 ル。

'第II林 型
ハ みつ ばせ う群叢 ニ シテ、 前型 二比 ス レバ ぐい まつハ著 シク大径 級 ノモノヲ含 ンデ居

ル。0-5cm間 ノ モ ノハ比較的 少 ク、5-10cmヨ リ25-30㎝ 間 二本 激最 モ多 ク、30cm:以 上 二於 テ

本kヲ 漸減 シ、最 大級49cmニ テ止 ツテ居 ル。本林 型ノ・え ぞまつ、 とどまつ ノ混渚 歩合 ヲ増 シ、樹

種別本藪 ヲ見vバ え ぞまつ ハ却 ツテぐい まつ ヨ リモ多 イ。然 ルニえぞまつ ハ0-5c血 級 昌最 モ多 ク

えぞ まつ全本歎 ノ約牛 ヲ占 メテ最大級 ハ漸 ク25-30crri二 達 スル モノガアル。 とどまつ ・、混渚極 メ



蓬6

 第 15表

             直 径 階 別 本 藪 表  (面 積1ha・)

 

 

              樹 高1.3m以 上 ノモノヲ調査

テ 少 ク0-5cm.r於 テ本c最 モ多 ク最 大径 級ハ]b‐20cmヲ 示 シテ居 ル。

 第 皿 林型 ハ え ぞ くろ うす ご及や まどりぜ ん まい群叢 ヲ代表 スル モノデ アツテ、比較 的廣範 園 ノ

面積 ヲ占 ムル ぐい まつ林 デアル。本 匠域 中ニハえ ぞまつ、 とどまつ 、 ぐい まつ何 レモ ぐい まつ林中

ノ最 大級 ノモ ノヲ包含 シ、 ぐい'まつ ニアツテノ、0-5cm級 ノモ ノハ84本 ヲ藪へ、 漸次径級 ヲ壇 ス

r共 二本1cヲ 漸 減 シテ70-75cm二 於 テ最 大 ヲ示 シテ居 ル。 えぞまつ ニ アヅテハー般 二小警級 ノx

ノ比較 的多 ク5-10cm級 ノ モノガ最 多 ヲ占 メテ居 ル。最 大径級 ノモ ノエ至 ツテ・・55-6Gcm二 達 シ

ぐい まつ・みつ ばせ う群叢 中 ノぐい まつ ヨ リモ寧 ロ大 ナル径 級 ノモ ノヲ有 シテ居 ル。≡欠二と どまつ
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ニ ア ツテモ他 ノ何 レノ林型 卜比較 スルモ更 二大 ナル径級 ヲ有 シテ30-35cm二 於 テ最 大級 ヲ
、'5-10

cmニ アツテ 最大本cヲ 示 シテ居 ル。本林型 ハ吾 人 ガ常時えぞ まつ 、と どまつ、 ぐい まつ ノ混渚 林

トシテ目撃 スル慮 ノモ ノデアル」

 第IV林 型 卜云 フ・・ぐい まつ 、や ちほ うす群叢 ヲ樗 スル モノデアツテ表 二見 ル如 ク直径5cm場 上

ノモ ノ・・全藪245本 二過 ギズ。(5cm以 下 ノモノニ就 テハ調査不充分 ナ レバ省略 セ リ)帥 チ本林相・・著

シク疎 立 ノ歌態 ニ アル コ トガ窺バ レル。 ぐい まつ ニ アツテハ第III林 型 二次 イデ 大脛級 ノモノニ富

ミ、最 大級 ・・60-65cm二 達 シ、35‐40cmノ 、モ ノガ最 多 ヲ示 シテ居 ル。 えぞ まつ ニ アツテ・・最 大

径級 ・・45-50cm二 属 シ、20-25cm二 於 テ本藪最 多 ヲ示 シ、比較 的えぞ まつ ニモ大径級 ノモ ノガ

存 スル コ トガ知 ラレル。 とどまつ ニ アヅテハ30-35cmノ モ ノガ最 大級 ニ シテ5-10cm二 罵 スルモ

ノガ本轍最 大 デアル。一般 二や ちぽ うす群叢 ハ疎 開 ノ度 大 ニシテ比較的大径級 ノモノニ富i,え ぞ

まつ ・ とどまつ ニ アツテモ第 皿 林型 二次 イデ大径級 ヲ包藏 スル コ トガ知 ラレル。

 要 スルニ上記 調査 ノ結果 ハ前項 二述ペ タル各 群叢 別 ノ特徴 ヲ更 二大面積 二滴 用 シタル場 合 卜同様

デアル。部 チぐい まつ 、 えぞ くろ うす ご群叢 ハ生 長最 モ良好 ニ シテ、 ぐいまっ 、や まどりぜ ん まい

群叢 ハ之 レニ次 ギ ぐい まつ ノ大材 ヲ生産 スル。 此 ノ爾者 ハ合 シテ第 皿 林型 ヲ形成 シ本 地方 二於 テ
          ■

ノ・比較 的 廣範園 ノ面積 ヲ占領 シテ利用上 ヨ リモ重要 視 サ レル慮 デ アル。 之 レニ反 シテほろむいつつ

じ及 ビいそつつ じ群叢 ニ ヨツテ成 ル第1林 型 ハ生 長最 モ悪 ク、殊 二ほろむいつつ じ群叢 ハ媛 性形 ヲ

呈 シテ居 ル。

 次 二之等 ヲ天 然更新 ノ立場 ヨ リ見 ルナ ラバほ ろむ いつ つ じ及 いそつ つ じ群叢 ニ アツテハ叙 上 ノ如

ク稚樹 卜見倣 サルペ キモ ノ極 メ テ多撒 ナルモ、夫 レ等 ガ果 シテ成 木 スルヤ否 ヤ頗 ル疑 問 ノ存 スル塵

デ アル。然 ルニ之等 卜錐 モ排 水溝 ヲ設 クル等適 宜 ノ技術 ヲ加 フル コr二 成 功 スルナ ラバ現存林分 以

上 ノモノヲ成立 セ シメル コ トモ不可能 トノ・云 ヘナ イデア ラウ。 第II及 第III林 型 二属 スベ キみつ ば

せ う及 や ま どりぜん まい、 えぞ くろ うす ご群叢 ニ アツテノ・既述 ノ如 ク多歎 ノ稚樹 ヲ包藏 セル ヲ坦 テ

林地 ノ歌 態 ヨリ見 ルモ適 當 ナル天然更新作業 ノ施 行 サ レル場 合ハ之等 ノ稚樹 ノ幾分 カバ次 代林分構

成 二重 要 ナル役 目ヲナス コ トハ疑 ヲ入 レナ イ慮 デ アル。 前生樹 ノ内 ニハ急激 ナル林分疎 開 二會 ヘバ

生長 ノ旺盛Fナ ルモ ノアル ニ反 シテ幾 分 ノ浦失 スルモ ノアル コ トノ、避 クベカ ラザル事實 デアル。斯

ノ如 キ見地 ヨリシテモ後藤牧藏 氏(くわ)ノ説 ク地床 火 ニ ヨル天然更新 ノ方法 ハ本地方 二於 テハ多歎 ノ前生

樹 ヲ犠 牲 二供 スル コ トトナル ヲ以 テ、直 チニ適用 スルコ トハ困難 ナル慮 デ アル。 次 二第IV林 型 二

(1)S.GoCo:Untersuchungen uber die natUrliche Waldve雌ingung.bei Larix dahurica Turcz.(Journal of

   the College of Agriculture, Hokkaido Imp. Univ. Japan. Vol. XVIII. part 5」
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局 スベ キや ちほ うす群 叢 ニ アツテハ林下 ノ欺態 ガ示 ス如 クや ちぽ うす ノ生育旺盛 ニ シテ極 メテ卑濃

ノ歌態 ニアル ヲ以 テ、登 芽床 ガ著 シク極限 セ ラレ、且 ツ現存稚樹 ノ登生 、生長 ガ貧弱 ナルタメニ、

天然 更新地 トシテハ不適 當 ナル歌態 ニア リ ト云ハ ナケ レバナ ラナ イ。

 要 スル ニや まどりぜ ん まい、えぞ くろ うす ご及 ピみつ ばせ う群叢 ニアツテノ・現 存林分 ノ利用 慣値

大 ニ シテ、爾 造林技術 上 ノ取扱 ヲ誤 ラザ レバ天然 更新 ニ ヨツテ次代 ノ森 林更生 二導 ク コ ト・・困難 ナ

ル コ トデハ ナイ。然 ル ニほろむ いつ つ じ及 ビい そつつ じ群叢 ニアツテハ現存林分 ノ樹 材・・概 シテ利

用 ノ償値 少 キモノデ、更 二天然 更新 ニ ヨル次 代 ノ林分造成 ト云 フ問題 二至 ヅテハ大 ナル困難 ノ俘 フ

慮 デアル。や ちぽ うす 群叢 ノ ぐい まつ 樹 材 ハ第II林 型 ト同様 二 利用 ノ途 ハ講 ゼ ラ レル モ、林 下ガ

卑漁 二過 ギテ登 芽床 ノ極限 サ レル タメニ、到底次代林分 ノ構成 二預 ル後生樹 ヲ期待 シ得 ザル慮 デア

ノレO



                                         4」

                 摘     要

 1.邦 領樺太 ノ北部二分布 スルぐいまつ林 ノ多クハ泥炭地針葉樹林ニ シテー般二海岸二接:Jfスル

ヵ或 ハ河川沿岸又ハ其ノ流域 ノ汎濫原 二最モ多ク嚢見セラレルー之等ノ外海岸及砂丘上或ハ砂礫地

及山地 二生育 スルモノアルモ前者二比 スレバ分布面積 ハ極 メテ極限 セラレテ居ル。

 2.… 般 二泥炭地針葉樹林 ト云 フモみつごけノ生育旺盛ヒシテ、地床植物中三ハ高位泥炭地上二

見ラレル植物要素 ヲ含ム個所 ト著 シク卑漁 ノ地デァツテ低位泥炭地 ノ植物要素 ヲ含ム個所及中間泥

炭地 ノ植物要素ヲ含ム個所等種々交錯 シテ居ル。

 3.北 緯49`附 近 ノ地鮎ヲ占ムル當演習林内二於 テ代表的ナぐいまつ林郎 チ楠山ぐいまつ械 下

楠 ぐいまつ林、熊之澤 ぐいまつ林及桝慶澤 ぐいまつ林 ノ4個 所二調査地 ヲ設定 シ、先ヅ植生暦ヲ林

木鳳 灌木鳳 草本居及ビ蘇苔層 二4大 別 シプ 特二灌木暦獄下・・地床樹 勿トシテ取扱 ヒ、先ヅ恒

存嵐K)ヲ 決定 シ、地床植物中ノ優勢種 ヲ選定 シテ叢群類別 ノ根糠 トシタノデアル。次 イデ各優勢

匠中二嶽個所 ノ調査地 ヲ設ケ、枢法調査(1ZF方 米)ヲ 適用 シテ頻度及稼覆度ノ決定ヲ行 ヒ個盟群叢

選定ノ基準 ヲ求メタノデ アル。

 4、叙Lノ 方法ヲ適用 シテ、楠 山ぐいまつ林、下楠 ぐいまつ林、熊之澤 ぐいまつ林及 ビ耕慶澤 ぐ

い まつ林二就 テ調査 セル結果 ニヨレバ各優勢種ニヨツテ次 ノ如 ク分類 スルコ トガ出來ル。

  離 猷 地型rほろむいつつじ麟 匿
        !いそつつじ優勢魑

哩_型1難 繋欝
        1みつばせう騰

  低 位 泥炭地 型 や ちほう す優勢 医

 5.や ま どりせん まい優勢 匠ハ恒 存度測定 ノ結 果 ニ ヨレバ36dm2ニ テ940,1m° ニ テ98%、

4m2ニ テ100%ヲ 示 シ被 覆度 ハ其 ノ値常 二4ヲ 示 シテ居ル。部 チや まど りぜ ん まい・・室 間占領面

積 大 ナルモ其 ノ根株 ハ比 J疎生 肋態 ニアル コ トガ知 ラ レル。本優勢 匠ハ楠 山及 下楠 ぐい まつ林 ノ

大部 分ヲ占 メ、次 二述 プルえぞ くろ うす ご優勢 匹 ト相錯綜 シテ出現 スル コ トガ多 イ。更 二本匠域 中

ニハ随作 サ レル特徴植物 ノ出現度 ニ ヨツテ局部的 二相観 ヲ異 ニ シ種 々複雑 ナル植生 ヲ呈 シテ居ル。

藪 二随件 サ レル特 徴植物 ノ主要 ナルモ ノヲ掲 グ レバ、ふ さす ぎな、まひ つ る さ う、ほろむい いちご、

うます ぎごけ、 いはつつ じ、となかい さ う、 ごぜ んた ちば な、みつばわ うれん等 デアル。
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  6、 え ぞ くろ うす ご優 pP二 於 テ・・えぞ くろ うす ごノ恒存度 ハ4dm2ニ テ82°o.16dm'ニ テ95鬼 、

36dm2ニ テ100%ヲ 示 シテ何 レノ場合 モ被覆度 ハ其 ノ値5二 達 シ密度 ノ極 メテ大 ナル コ トヲ示 シテ

居 ル。本優勢 匠 ノ占領面積 ハ比較的廣範 園二亙 リ下楠 ぐい まつ林及 ピ楠 山 ぐい まつ林 内 二於 テハや

ま どりぜん まい優勢匠 卜相錯綜 シテ出現 シテ居 ル。筒 植物種数 ハや ま どりぜん まい優 勢髄 ヨ リモ多

ク、一般 二えぞ くろ うす ご節 二属 スベキおほばすの き ヲ随律 スル ノガ常 デアル。」叉前者 トliflジク随

件 サ レル特徴植物 ノ出現度 ニ ヨツテ局部的 二多少異 ル相観 ヲ呈 シテ居 ル。 随件 サ レル特徴植物 ノ主

要 ナルモ ノノ・まるば しもつ け、お ほたかね ななか まど、ほろむ いいちご、 となか いさ う、ふ さすぎ

な、 まひつ る さう、いはつつ じ、みつばわ うれん等 デ アツテ、 や ま どりぜん まい優勢匝 卜共通 スル

モ ノガ多 イ。

  7.み つ ばせ う優勢 医ハ比較 的?'2ノ 土 地 デ アル ガ低位泥炭地 トハ期 犬態 ヲ多少異 ニシ、全面み

つ ごけニヨツテ蔽 ハ レテ居 ル。本na域 ハ蕪類 ノ種 類極 メテ少 ク、月 ツ灌 木暦 ノ獲達 ガ貧弱 デ アル。

随件 サ レル特 徴植物 ハ、 となかい さ う、いはつつ じ、 こぜ んた ちばな、みつ ばわ うれん、 こけ もも

等 ノ外 二わたすけ、 くろすけ等 ノ如 キ高位泥 炭地型 ノ要素 ガ含 マ レテ居 ル。本優 勢医 ハ熊 之澤 ぐい

まつ 林内二嚢 見 サ レル ノ ミニ シテ其 ノ分布面積 ハ比較 的小範 園 二止 ツテ居ル。

  8.い そつ つ じ優 P二 於 テ・・い そつつ じノ恒 存度・・4dm2二 於 テ既 二100%二 達 シ.f!.ツ被 覆度

ハ5ヲ 示 シテ居 ル。本n ハ植 物 ノ種類 少 ク、殊 二草本類 ノ獲蓬 ガ著 シク貧弱 トナル。 而 シテ其 ノ

分布面積比較的少 久 熊 之澤 くY・まつ林 内及 ピ幌 内川{Q岸 ノ高位泥炭地 ヲ縁取 ル ぐい まっ 林内 二於

テ綾 見サ レル ニ過 ギナイ。.

  9.ほ ろ む いつつ じ優勢匠 二於 テ・・ほろ むいつつ じノ恒存度 ハedm"ニ ブ既 二100%二 達 シ、且

ッ被覆度 ハ5ヲ 示 シテ居 ル。然 ルニ本匿域 ニハi件 サ レル植物 ノ種藪最 モ少 ク、灌木暦、草本暦 ヲ

通 ジテ僅 ヵ二5種 ヲcフ ル ニ過 ギズ、其 ノ内ひめつ る こけ もも、 ま うせん ごけ、 くろす けハf可 レモ

騨 轍 地型 ノ要素 デアル・而 シ滋 二生育スノレぐい まつハ生長極 メテ悪 久 夕}観綾腕 程 シテ

居 ル。

 10,や ちぽ うす優 (-uuハ極 メテ卑漁 ノ土地 デアツテ、 やちぽ うす ノ根株 ノ間ニハ常時 停滞 水 デ有

スル コ ト多 久 偶 々みつ ごけガ侵 入 スルモ 局部的現象 二過 ギズ、一般 二 低位泥炭地駄 ヲ1-e-1'iシテ居

ル。本nn 二於 テモ各立地 ノ異 ル ト共 二夫 々随 件 スル特 徴植物 ノ出現 ノ度 ヲ異 ニ シ、局部 的祁観二

,モ差違 ガ認 メ ラレル ノデアル。随 俘 サ レル特 徴植物 中ひあふぎあやめ、みつ と くさ、 えん こ うさ う

等 ハや ちぽ うす間 ノ低漁地 ヲ選 ビ、ち しまい ちご、つ まと りさ う、ほざ き しもつ け、 まひつ るさ う・

おほばせん きゆ う等 ハや ちぽ うす根株上 二生育 シテ居 ル。
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 11、 夏 二調査範 園ヲ廣 メル場合、帥 チ當演習 抹 ノ外 号幌 内川流域 ヲ取 ルナ ラバ高位泥 炭地型 ノモ

ノrシ テ、 ほそば いそつつ じ優勢PP、 わ たす げ優 na、 低 位泥炭地型 ノモノ トシテハいは のがや り

す優勢 蹟、 なるこす げ優勢P、 きた よし優勢 廣其 ノ他砂地上 二生 育 スルモ ノ等 ガ學ゲ ラ レル。

 12.上 蓮各優勢liq二 於 テ・・地 床植物 ノ異 ルh共 二林木暦 モ著 シク差違 ノ鮎 ガ認 メラレル。先 ヅ高

位泥 炭地型 ノほろむいつつ じ及 ビいそつ つ じ優勢PP内 ニ アツテハ ぐいまっ・・倭 性形 ヲ呈 シ、一股 二

径級 ハ小 モ シテ、 えぞまつ、 と どまつ ノ侵 入 ・・極 メ7少 藪 デアノL。中間泥炭地 型 ノや ま どりぜ ん ま

い優勢腿 ニ アツテハ、 ぐい まつ ノ生長 モ著 シク良好 トナ リ、径 級 ノ大 ナル モ ノモ多 ク見 ラレル。 又

えぞまつ、とどまつ,侵 入漸囎 加 昧 狼 好ナ、。脹 ヲ纈 。ルコトヲ得 ズ 雌 。ぐ4・まっ、え

ぞ まつ、 と どまつ混滑林 ノ感 ヲ抱 カ シメル慮 ガ アル。 えぞ くろ うす ご優勢医 ハ ぐいまつ ノ大径級 ノ

モ ノ最 モ多 ク、 えぞまつ、 と どまつ ノ侵 入ハ前者 ヨリ更 二多 ク、且 ツ比 較的径 級 ノ大 ナルモノヲ含

ミえぞまつ、 と どまつ、 ぐい まつ ノ混 渚林 ヲ形成 シテ居 ル。みつばせ う優勢IPニ アツテハ前2者 二

反 シテ多 少高位泥 炭地 型 ノモノニ接 近 スルノ傾 向 ヲ有 シ、 ぐいまつ ノ純 林 ヲ形成 シえ ぞ まつ、 と ど

まっ ノ侵 人少 ク、何 レモ倭 性形 ヲ呈 スルニ止 ツテ居 ル。や ちぽ うす優 qニ ア ツテハ ぐか まつ ニハ

比較 的大径級 多 クえぞ まつ ノ侵 入多少見 ラレル ト難 モ、 と どまつ ハ極 メテ少 ク、 且ツ林 内バー般 二

疎開 シテけや まはんの き、 しらかんば等 ノ混 清 スルノガ見 ラレル。

 13.各 優 勢匠 二就 テ稚樹 ノ生 育駄態 ヲ調査 セル結果 ニ ヨレバ夫 々異 ルモノガ アル。高 位泥炭 地型

ノほろむ いつつ じ及 い そつつ じ優 Aニ アツテノ・一般 二 ぐい まつ ノ稚樹 多 クmセ ラルル モ、 みつ

ごけノ生 長旺盛 ナルタメ成木 スルモノハ極 メテ少 ク、えぞまつ、とどまつ ノ稚樹 ハ少 1.見 セ ラレル

ノ ミニ シテ、多 クノ・ぐい まつ根 元 ノ隆起部 ヲ選 ンデ僅 カニ生育 スルニ止ル。 中間泥炭地 型 ノや ま ど

りぜん まい優ana一 ア ツテハ ぐい まつ ノ稚樹 ハ前者 二比 ス レバ著 シク減 少 シ僅 カニ地 上 二於 テと ど

まつ ノ稚 樹 ヲ堆 加 スル ニ過 ギナ イ。然 ルニ倒木 上 二於 ケル稚樹 ハ其 ノ総 数 ヲ噌加 シ殊 二え ぞまっ 、

とどまつ 二於 テ増 加 ノ度大 デ アル。帥 チ稚樹 獲生封犬態 ハえ ぞ くろ うす ご優勢 匠 二漸 次近似 スル傾 向

ガ認 メラ レル。 えぞ くろ うす ご優勢pp二 於 テ・1盆々えぞ まつ、 とどまつ ノ稚樹 ヲ堆 加 シfぐ い まつ

ノ稚樹 ヲ減少 スル。殊 二本qP域 ノ内 ニハ地 上倒木 二何 レモとどまつ ノ稚樹 ハえ ぞまつ ノ夫 レヨ リ優

勢 二出現 セル個所 ガ見 ラレル。次 二低位泥炭地型 ノや ちほ うす優勢 匿 ニアツテハ稚樹 ノ本Ic極 メ テ

少久 倒木 上或 ハ ぐい まつ大木 ノ根元叉 ハや ちぽ うす ノ根株上 二登生 スルモ ノ多 久 登 芽床 ハ極 メ

テ極 限 セ ラレテ居 ル。

 14.泥3<ノ 構 造及其 ノ層厚 二就 テ見 ル モ各優勢 匠毎 二箸 シク異 ル鮎 ガ認 メラ レル。高位泥炭地型

要素 ヲ含 ム個所 バー般 二泥炭暦深 ク、 ほろむ いつ つ・じ優 勢匠 二於 テ最高 ヲ示 シテ居 ル。低位泥炭地
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型 要素 ヲ含 ム個所 ニ アツテハ比較 的泥炭暦ノ深 キ個所 卜極 メテ淺 キ個所 ガ存 在 スル。本項 二述 ベタ

ルやちほ うす優勢圃 ハ前者 二屡 スル例 デアル。 中間泥炭地型 ノや ま どりぜ ん まい及 ビえぞ くろ うす

ご優勢匠 二於 テハ泥炭暦 ハ比較的淺 ク、且 ツ泥炭 ノ分解度著 シク進 ミ既 二黒褐 色 ヲ呈 スルモ ノアリ

且 ツ底盤 ヲナス粘1:暦 ガ頑彊 ナル盤暦 ヲ形成 スル慮 ガ アルり熊 之澤 ぐい まつ林 ニテzd…?二 見 ラレル

慮 ノ泥炭暦 下部 二介 在 スル薄 キ粘 土暦 ハ過 去二於 テ特 二泥炭形成後 大汎濫 ノ存 スル コ トヲ物語 ルモ

ノ デアル。

 15、 樹 高.胸 高 直径及 最近3cm間 ノ年輪c/3者 ヨ リ見ル ニ高位泥炭 地型要素 ヲ含 ムほろむい

つ つ じ及 いそつつ じ優勢 匿 ニアツテハ生長最 モ悪 ク、えぞ くろ うす ご及 やまど りぜ ん まい優勢FtPPニ

ア ツテ・・生長最 モ良好 ニ シテ、 みつ ばせ う及や ちぽ うす優勢pqニ アツテノ・前爾者 ノ中間 ノ値 ヲ示 シ

テ居 ル。

 16、 叙 上 ニヨツテぐい まつ林 ハ地床植物 二於 テ優勢種 ヲ異 ニスル ト共 二 ぐい まつ林 相 二差 違 ノ鮎

ガ認 メラレ、更 二林下 ノ稚樹 ぐい まつ ノ生長駄態 ヨ リ泥炭暦 二至ル マデ壼 ク異 ル モノガ アル。 師 チ

上記 ノ地 床植 物中 ノ優勢種 ト認 メ ラルベ キほろむいつつ じ、 いそつつ じ、 みつ ばせ う、や まどりぜ

一ん まい、え ぞ くろ うす ご、やちぽ うす ノ占領 スル匝域 ハ夫 々外園條 件 ヲ異 ニ スルモ ノデ アツテ、何

レモ其 ノ上 二成立 スル林木暦 ト・・密接 ナル關係 ニアル コ トガ知 ラレル。薙 二於 テ群落崖態學 .ヒヨリ

見 テ上記 ぐい まつ林ハ次 ノ如 キ各群 叢 二大別 スル コ トガ出來 ル。

 (1) ぐい まつ、 ほろむいつつ じ群叢

 (2) ぐい まつ、い そつ つ じ群叢

1:::::諜 簿 噛 高灘 型
(5)ぐ いま甥 つばせ際 1

薯:1:::難難 膿 叢∫中間㈱ 型

1!;懸三;瀧瞬
 17.之 等各群叢二就 テ更二詳細 ナル観察ヲ投ズル際・・、各随件 スル特徴植物ノ出現度ニヨツテ、

局部的二相観 ヲ異 ニシテ居ル。帥チ局部的二異 ル相 観 ヲ持 ツ各植生 ガ相集 ツテ上記 ノ群叢 ヲ形成

シテ居ル。{乃テ之等各局部的ノ植生ハ個磯群叢 ト見徹サルベキモノデアル。個艦群叢 ノ占領面積・、
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漏部的環境條件 ノ異ルニ從 ヒ愛化 スルコ トガ多 ク、且ツ極メテ錯雑 シテ居ル。故 二外面的ナ観察 ノ

ミヲ場テ識別スルコトガ困難 ナル場合 ガアル。

 18.既 述セル各群叢ノ占領面積 ハ大小種kデ アツテ、1群 叢ヲ以 テ施業輩位 トシテ取扱 ヒ得ル場

合i＼ 撒個ノ群叢 ヲ合 シテ1軍 位 トシテ取扱 フ方 ガ更二合理的ナル楊合ガ存 スル。伍テ薮 二造林上

ノ立場 ヨリ見 テ次 ノ4種 ノ林型二大別スルコトガ出來ル。

   林型1 ほろむいつっ じ群叢及 ビいそつつ じ群叢

   林型II みつばせ う群叢

   林型III えぞくろ うすご群叢及 ピや まどりぜんまい群叢

   林型IV やちほ・うす群叢

 第1林 型ニアツテハ現林分 ヲ構成 スルぐいまつハ薪材 ノ外殆 ンド利用 ノ途ガ開ケテ居 ナイ。更 二

天然更新法 ニヨル次代林分 ノ造成 ト云 フ問題 二至 ツテハ大 ナル困難ガ俘 フ慮 デアル。第II及 第III

林型ニアツテハ現存林分 ノ利用償値大ニシテ、爾造林技術上 ノ取扱 ヲ誤 ラザ レバ、天然更新 ニヨツ

テ次代 ノ森林夏生 二導クコトハ困難ナコトデノ、ナイ。 第rv林 型 ニアツテハ現林分ヲ撰成 スルぐい

まつ・'第II及第III林 型二於 ケルモノト同様二利用 ノ途多キモ林下・・卑漁 二過 ギテ登芽床ノ極限 サ

レルタメニ次代林分ノ造成 ニノ・高位泥炭地型ノモノト同様困難 ノ件 フ虎 デアル。



S4

                           参   考   文   献

   1. Braun-Blanquet, J.: Pflanzensoziologie. 1928.

   2.Cajander&Ilvessalo:Uber Waldtypen II.(Acta For. Fen.20)1922.

   3.Dangler, A.:Waldbau auf Sklcgischer Glundlage.1930.

   q.Du Rietz:Zur methodologischen Grundlage der inodernen Pflanzensoziologie.1921.

   5.Frenzel, H.:Entwicklungsgeschichte der sachsischen Moore and T'Valder seit der letzen Eiszeit.

       (Abhandlungen sash. geo. Landesamts. Heft 9.)1930。

   6.Goto, S.:Untersuchungen uber die natiirliche Waldverjiingung bei Larix dahurica Turcz.(Journal of"

       the College of Aar., Hokkaido Imp. Univ., Japan Vol. XVIII. part 5」1927.

   7.花 井 重 次:河 岸 段 丘(岩 波 講 座 地 理 學) 1932,

   8.林 泰 治:豆 浦 江 上 流 地 帯 二 於 ケ ル て う ぜ ん か ら ま つ 林 ノ 天 然 更 新 状 態 ト 其 ノ造 林 及 施 業 上 ノ取 扱 方

               法 二 就 テ ・(林 學 會 雑 誌 第14巻 第11號)1932.

hg
. Ilvessalo:Vegetationsstatistische Untersuchungen fiber die≪ralc}typen(Acta For. Fen.20)1922.

:10.河 田 烹:森 林 生 態 學 1932.

  11.河 田 撮:森 林 植 生 ノ現 出 ト森 林 ノ造 成(極 田 菅 林 局) 1930・

  12,工 藤 砧 舜:北 樺 太 植 物 調 査 報 告 1924.

  13.京 都 帝 國 大 學 演 習 林 報 告 第2號 930.

  14.九 州 帝.國 大 學 演 脅 林 報 告 第1號 及 第2號 ・

  15.宮 部 金 吾.三 宅 勉:樺 太 植 物 誌 ig25.

  16.中 野 治 房:植 物 群.落 ト其 ノ蓬1移(岩 波 講 座) 1930.

  17.中 野 房 治:植 物 生 理 及 生 態 學 實 験 法 1933.

  18.Rubner, K.:Beitrage 2ur Verbs・eituna and waldbaulichen Behandlung der Larche.(Thar.-F(.)rstL・3v

       Bd.82. Heft 3」 1931.

  19.Rubner, K.:Pflanzengeographischen Grundlagen des`Valdbaus.1925.

  20,Schreiber, M.:Beitrage zur Biologie and zum Waldbau der LSrche unter besonderer Bcr〔tcksichti-

       Bung des physiologischen Prozesses der Transpiration。(Centrall. f. d. ges. Forstw. Heft 3/4)1921.

  21. Tansley: Practical Plant Ecology. 1926.

  22.Tschermak, L.:Die Formen der Larche in den csterreichischeu Alpen and der Standort.192.

  23.Walter, H.:Einfiihrung in die allgemeine Pfianzengeographie Deatschlands.1927.

  24.Warming:Oecology of Plants.1925.

  25.Weaver&Clements:Plant Ecology.1929.

  26,.植 木 秀 幹:朝 鮮 二 於 ケ か針 葉 樹 ノ 天 然 更 薪 二 就 テ ・(水 原 高 農 、 創 立25周 年 記 念 論 文 集) 1932.

  27.Forestry of the"Sugi"(Cryptomeria japonica, Don)and the`°Karamatsu"(Larix leptolepis, Gordy

        Department of Foiestry.1Vlinistry of Argriculture and Forestry. 1926.

  28.森 川 均 一:杉 林 ノ生 態 ト土 壌 條 件 ト.ノ 關 係 二 就 テ ・1931.

                           (九 大 農 學 部 學 藝 雑 誌 第4巻 第4號)

                                                    晒


















































































